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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタ基板と、液晶を駆動する素子をマトリクス状に配設したアレイ基板とを
、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなる斜め電界液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ基板が、
　透明導電膜上に複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界
液晶表示装置用カラーフィルタ基板であるとともに、
　透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有す
るブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明基板上に配設さ
れた透明導電膜、該透明導電膜上に配設され、前記開口部内の２つの透過率の異なる領域
にそれぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該着色画素を覆うように配設された第１
の透明樹脂層を具備し、
　前記２つの透過率の異なる領域が、前記開口部内の透明導電膜上において、前記開口部
の中心部を通る帯状の第２の透明樹脂層を覆う薄い着色層の領域と、それ以外の着色層の
領域に区分され、
　前記第２の透明樹脂層が、前記多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と
平行に配設されることを特徴とする斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板であり、
　前記アレイ基板が、液晶を駆動するために異なる電位が印加される第１電極及び第２電
極を、平面視で前記カラーフィルタ基板の着色画素それぞれに対応して備え、
　前記第１電極が、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンを有し、
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前記第２電極が、絶縁層を介して前記第１電極の下に配設された櫛歯状パターンを有し、
かつ前記第２電極が、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端
部からはみ出ており
　前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に駆動電圧
を印加したときに、前記開口部に対応する液晶の領域における液晶分子は、前記開口部の
中心を通り、平面視で２分する直線に関し線対称である逆方向に倒れるように動作するこ
とを特徴とする斜め電界液晶表示装置。
【請求項２】
　カラーフィルタ基板と、液晶を駆動する素子をマトリクス状に配設したアレイ基板とを
、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなる斜め電界液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ基板が、
　透明導電膜上に複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界
液晶表示装置用カラーフィルタ基板であるとともに、
　透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向
する平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及
び前記開口部内の透明導電膜上に配設され、前記開口部内の２つの透過率の異なる領域に
それぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該着色画素を覆うように配設された第１の
透明樹脂層を具備し、前記ブラックマトリクスが前記着色画素の比誘電率より高い比誘電
率を有する遮光層で形成され、
　前記２つの透過率の異なる領域が、前記開口部内の透明導電膜上において、前記開口部
の中心部を通る帯状の第２の透明樹脂層を覆う薄い着色層の領域と、それ以外の着色層の
領域に区分され、
　前記第２の透明樹脂層が、前記多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と
平行に配設されているカラーフィルタ基板であり、
　前記アレイ基板が、液晶を駆動するために異なる電位が印加される第１電極及び第２電
極を、平面視で前記カラーフィルタ基板の着色画素それぞれに対応して備え、
　前記第１電極が、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンを有し、
前記第２電極が、絶縁層を介して前記第１電極の下に配設された櫛歯状パターンを有し、
かつ前記第２電極が、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端
部からはみ出ており、
　前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に駆動電圧
を印加したときに、前記開口部に対応する液晶の領域における液晶分子は、前記開口部の
中心を通り、平面視で２分する直線に関し線対称である逆方向に倒れるように動作するこ
とを特徴とする斜め電界液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の透明樹脂層の比誘電率が、前記着色層の比誘電率より低いことを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。　
【請求項４】
　前記多角形の開口部が、平面視で長方形であることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項５】
　前記多角形の開口部が、長辺と短辺を有する四角形であり、かつ、長辺方向の中央付近
で平面視で“くの字”状に折れ曲がっていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項６】
　前記多角形の開口部が、平面視で平行四辺形であり、かつ、同一色の着色画素の画素数
のそれぞれ１／２が２種類の異なる傾斜角度の平行四辺形で構成されることを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項７】
　前記複数の着色画素が、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成され、液晶
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を駆動する周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率が２．９から４．４の
範囲内にあるとともに、前記赤色画素、緑色画素、及び青色画素の平均比誘電率に対して
それぞれの着色画素の比誘電率が±０．３の範囲内にあることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項８】
　前記複数の着色画素が、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成され、液晶
を駆動する周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率の大きさが、赤色画素
＞緑色画素＞青色画素の関係にあることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の斜め
電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項９】
　前記緑色画素の主たる色剤が、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料であることを特徴と
する請求項７又は８に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項１０】
　前記開口部に対応する液晶の領域において、液晶を駆動する電圧を印加したときの液晶
分子の倒れる方向が、平面視で開口部中心から４つの異なる領域に区分されることを特徴
とする請求項１又は請求項２に記載の斜め電界液晶表示装置。
【請求項１１】
　透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有す
るブラックマトリクス、及び該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明基板上に配
設された透明導電膜、及び該透明導電膜上に形成された、複数色の対向する辺が平行であ
る多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開口
部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィルタ基板と、液晶を駆動す
るアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、前記第１電極の下部に絶
縁層を介して配設され、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の
端部からはみ出ている櫛歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板とを、液晶を間
に介在させて対向させて貼り合わせてなり、前記第１電極と、前記第２電極および前記透
明導電膜である第３電極との間に異なる電位を印加する斜め電界液晶表示装置。
【請求項１２】
　透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向
する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、及び該ブラックマトリ
クス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の対向する辺が平行である
多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開口部
の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィルタ基板と、液晶を駆動する
アクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、絶縁層を介して配設され、
平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端部からはみ出ている櫛
歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて
貼り合わせてなり、前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極
との間に異なる電位を印加する斜め電界液晶表示装置。
【請求項１３】
　液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、前記第１
電極の下部に絶縁層を介して配設され、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に
前記第１電極の端部からはみ出ている櫛歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板
と、透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対
向する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマトリク
ス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の対向する辺が平行である多
角形の着色画素、該着色画素を覆うように配設された第１の透明樹脂層、及び該第１の透
明樹脂層上に、画素の中心から対称に、かつ平面視で画素中心に最近接する前記第２電極
の内側に前記第２電極の櫛歯状パターンと平行に配置された、透明導電膜からなる１組の
線状導体を備えるカラーフィルタ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせ
てなり、前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に異
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なる電位を印加する斜め電界液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１電極及び第２電極が、可視域で透明な導電性金属酸化物からなることを特徴と
する請求項１、２、１１、１２、及び１３のいずれかに記載の斜め電界液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記液晶が負の誘電率異方性を有することを特徴とする請求項１、２、１１、１２、及
び１３のいずれかに記載の斜め電界液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置用カラーフィルタ基板及びこれを備える液晶表示装置に関する
。特に、本発明は、カラーフィルタ基板に配設した透明導電膜である第３電極と、アレイ
基板側に設けた第１及び第２電極との間に電圧を印加することにより生じる斜め電界によ
る液晶の駆動に最適なカラーフィルタ基板、及びこれを備える液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶ディスプレイなどの薄型表示装置のさらなる高画質化、低価格化および省電
力化が求められている。液晶表示装置向けカラーフィルタにおいては、十分な色純度や高
いコントラスト、平坦性など、より高画質表示に合わせた要求がでてきている。
【０００３】
　高画質液晶ディスプレイにおいて、ＶＡ（Vertically Aligｎｍent）、ＨＡＮ（Hybrid
-aligned　Nematic）、ＴＮ（Twisted　Nematic）、ＯＣＢ（Optically Coｍpensated Be
nd）、ＣＰＡ（Continuous　Pinwheel　Aligｎｍent）などの液晶の配向方式あるいは液
晶駆動方式が提案され、それにより、広視野角・高速応答のディスプレイが実用化されて
いる。
【０００４】
　液晶分子をガラスなどからなる基板面に平行に配向させる、広視野角で高速応答に対応
しやすいＶＡ方式、また、広視野角に有効なＨＡＮ方式などの液晶表示装置では、カラー
フィルタの平坦性（膜厚の均一性やカラーフィルタ表面の凹凸の低減）と誘電率などの電
気的特性について、さらに高いレベルが要求されている。このような高画質液晶ディスプ
レイでは、斜め方向の視認での着色の低減のため、液晶セル厚（液晶層の厚み）を薄くす
る技術が主要な課題となっている。そのような技術として、ＶＡ方式では、ＭＶＡ（Mult
i-Domain　Vertically　Aligｎｍent）、ＰＶＡ（Patterned　Vertically　Aligｎｍent
）、ＶＡＥＣＢ（Vertically　Aligｎｍent　Electrically　Controlled　Birefringence
）、ＶＡＨＡＮ（Vertical Aligｎｍent Hybrid-aligned Nematic）、ＶＡＴＮ（Vertica
lly　Aligｎｍent Twisted　Nematic）等の種々の改良モードの開発が進んでいる。
【０００５】
　また、ＶＡ方式などの液晶の厚み方向に駆動電圧を印加する縦電界方式の液晶表示装置
では、より高速の液晶応答、広い視野角技術、より高い透過率が主要な課題となっている
。ＭＶＡ技術は、液晶駆動の電圧印加時における液晶分子の不安定な垂直配向（初期に基
板表面に対し垂直に配向している液晶が電圧印加時に倒れる方向が定まりにくいこと）の
問題を解消するために、リブやスリットと呼称される液晶配向規制用構造物を複数設け、
これらのリブ間に液晶ドメインを形成するとともに複数の配向方向のドメインを形成する
ことにより、広い視野角を確保する技術である。特許文献１には、第１及び第２の配向規
制構造物（リブ）を用いて液晶ドメインを形成する技術が開示されている。
【０００６】
　液晶が負の誘電率異方性を有する場合、具体的には、カラーフィルタなどの上に形成し
た２つの樹脂製のリブ間に位置する液晶分子は、駆動電圧の印加時に、例えば、平面視で
、このリブに垂直な方向に倒れ、基板面に平行に配向しようとする。しかし、２つのリブ
間の中央の液晶分子は、電圧印加にも関わらず倒れる方向が一義的に定まらず、スプレー
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配向やベンド配向をとることがある。このような液晶の配向乱れは、表示のざらつきや表
示ムラにつながっていた。また、ＭＶＡ方式の場合、上記問題も含め、液晶分子の倒れる
量を駆動電圧で細かく制御することが難しく、中間調表示に難点があった。
【０００７】
　このような問題を解決するため、カラーフィルタ基板側の透明導電膜（透明電極、表示
電極あるいは第３電極）と、アレイ基板側の第１及び第２の電極を用い、これらの電極に
電圧が印加されることにより生ずる斜め電界により垂直配向の液晶を制御する技術が、特
許文献２および特許文献３に開示されている。特許文献２では、負の誘電率異方性を有す
る液晶を用いており、特許文献３には、正の誘電率異方性を有する液晶が記載されている
。
【０００８】
　特許文献２や特許文献３に示されるように、第１、第２、及び第３の電極を用い、斜め
電界にて液晶配向を制御する手法は極めて有効である。斜め電界により、液晶の倒れる方
向を設定することができる。また、斜め電界により液晶の倒れる量を制御しやすくなり、
中間調表示に大きな効果が出てくる。
【０００９】
　しかし、これらの技術でも、液晶のディスクリネーション対策が不十分である。ディス
クリネーションとは、意図しない液晶の配向乱れや未配向により光の透過率の異なる領域
が画素（画素は、液晶表示の最小単位で、本明細書では表記の矩形画素と同義）内に生じ
る問題である。
【００１０】
　特許文献２には、ＥＣＢ（電圧制御複屈折）方式に伴う画面ざらつきの改善された液晶
表示装置が記載されている。この特許文献２に記載されている液晶表示装置では、画素中
央のディスクリネーション固定化のため、対向電極（第３の電極）の画素中央に透明導電
膜のない配向制御窓を設けている。しかし、画素周辺のディスクリネーションの改善策は
開示されていない。また、画素中央のディスクリネーションの固定化はできるものの、表
示電極中央の液晶の倒れが不十分であり、高透過率を期待しにくい。さらに、液晶の応答
性の改善技術についても記載されておらず、カラーフィルタ技術に係わる開示もない。
【００１１】
　特許文献３では、透明導電膜（透明電極）上に誘電体層を積層した分、斜め電界の効果
が増長され、好ましい。しかし、特許文献３の図７に示されるように電圧印加後も画素中
央および画素端部には垂直配向の液晶が残り、透過率あるいは開口率の低下につながる問
題がある。また、正の誘電率異方性を有する液晶を用いる場合（特許文献３には、負の誘
電率異方性を有する液晶について開示されていない）、画素中央部の液晶の制御が不十分
なため、透過率を向上させにくい。このため、半透過型液晶表示装置では採用しにくい技
術となっている。
【００１２】
　通常、ＶＡ方式やＴＮ方式などの液晶表示装置の基本的構成は、共通電極を備えたカラ
ーフィルタ基板と、液晶を駆動する複数の画素電極（例えば、ＴＦＴ素子と電気的に接続
され、櫛歯状パターン状に形成された透明電極）を備えたアレイ基板とで、液晶を挟持す
る構成である。この構成では、カラーフィルタ上の共通電極とアレイ基板側に形成された
画素電極との間に駆動電圧を印加して液晶を駆動する。画素電極やカラーフィルタ表面の
共通電極としての透明導電膜は、通常、ＩＴＯ（Indium　Tin　Oxide）、ＩＺＯ（Indium
 Zinc Oxide）、ＩＧＺＯ(Indium　Garium　Zinc Oxide)などの導電性の金属酸化物の薄
膜を用いる。
【００１３】
　青色画素、緑色画素、及び赤色画素を透明導電膜上に形成したカラーフィルタの構成が
、特許文献４の第２図に開示されている。また、複数のストライプ電極と正の誘電率異方
性を有する液晶を用いる技術ではあるが、透明電極（透明導電膜）上にカラーフィルタを
形成する技術が、上述した特許文献３（例えば、当文献の図７、図９）に記載されている
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。
【００１４】
　また、より高画質でダイナミックな表示を得るために輝度や明度を向上させる、あるい
は色度範囲を拡げる技術として、赤色画素、緑色画素、及び青色画素のほかに黄色画素や
白色画素を加えて４色表示とする技術が、特許文献５、特許文献６、及び特許文献７に開
示されている。
【００１５】
　しかし、これらの技術は、既存の赤色画素、緑色画素、及び青色画素のほかに黄色ある
いは白色といった別の画素を設ける必要があり、これを駆動するためのアクティブ素子（
ＴＦＴ）やカラーフィルタを形成するための着色層がさらに１個必要となり、工程増によ
るコストアップとならざるを得ない。また、黄色や強度の明るい白色表示が不要な階調表
示範囲では、白色画素や黄色画素の表示を抑制する、あるいは非点灯とする必要があり、
実効的な輝度アップにはつながりにくいという問題があった。また、ホワイトバランスを
とるためにバックライトの色温度や異なる色の画素面積を調整する必要があった。加えて
反射型表示では、いずれも黄色味が強調された表示（黄色味を抑えるため、例えば特許文
献７に開示される特殊な青色フィルタが必要となる）となるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特許第２９４７３５０号公報
【特許文献２】特許第２８５９０９３号公報
【特許文献３】特許第４４５９３３８号公報
【特許文献４】特公平５－２６１６１号公報
【特許文献５】特開２０１０－９０６４号公報
【特許文献６】特許第４４６０８４９号公報
【特許文献７】特開２００５－３５２４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、以上のような事情に鑑みてなされ、階調表示と応答性の改善を両立させ、さ
らに高輝度表示（以下ダイナミック表示）の可能な、あるいは、半透過表示の可能な斜め
電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板、及びこのカラーフィルタ基板を備える斜め電界
液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記課題を解決するため、本発明の第１の態様は、カラーフィルタ基板と、液晶を駆動
する素子をマトリクス状に配設したアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼
り合わせてなる斜め電界液晶表示装置であって、前記カラーフィルタ基板が、透明導電膜
上に複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界液晶表示装置
用カラーフィルタ基板であるとともに、透明基板、該透明基板上に形成された、対向する
辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及
び前記開口部内の透明基板上に配設された透明導電膜、該透明導電膜上に配設され、前記
開口部内の２つの透過率の異なる領域にそれぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該
着色画素を覆うように配設された第１の透明樹脂層を具備し、前記２つの透過率の異なる
領域が、前記開口部内の透明導電膜上において、前記開口部の中心部を通る帯状の第２の
透明樹脂層を覆う薄い着色層の領域と、それ以外の着色層の領域に区分され、前記第２の
透明樹脂層が、前記多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と平行に配設さ
れることを特徴とする斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板であり、前記アレイ基
板が、液晶を駆動するために異なる電位が印加される第１電極及び第２電極を、平面視で
前記カラーフィルタ基板の着色画素それぞれに対応して備え、前記第１電極が、液晶を駆
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動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンを有し、前記第２電極が、絶縁層を介
して前記第１電極の下に配設された櫛歯状パターンを有し、かつ前記第２電極が、平面視
で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端部からはみ出ており前記第１
電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に駆動電圧を印加した
ときに、前記開口部に対応する液晶の領域における液晶分子は、前記開口部の中心を通り
、平面視で２分する直線に関し線対称である逆方向に倒れるように動作することを特徴と
する斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板を提供する。
【００１９】
　本発明の第２の態様は、カラーフィルタ基板と、液晶を駆動する素子をマトリクス状に
配設したアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなる斜め電界液
晶表示装置であって、前記カラーフィルタ基板が、透明導電膜上に複数色の対向する辺が
平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板であ
るとともに、透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設さ
れた、対向する平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマト
リクス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設され、前記開口部内の２つの透過率の異
なる領域にそれぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該着色画素を覆うように配設さ
れた第１の透明樹脂層を具備し、前記ブラックマトリクスが前記着色画素の比誘電率より
高い比誘電率を有する遮光層で形成され、前記２つの透過率の異なる領域が、前記開口部
内の透明導電膜上において、前記開口部の中心部を通る帯状の第２の透明樹脂層を覆う薄
い着色層の領域と、それ以外の着色層の領域に区分され、前記第２の透明樹脂層が、前記
多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と平行に配設されているカラーフィ
ルタ基板であり、前記アレイ基板が、液晶を駆動するために異なる電位が印加される第１
電極及び第２電極を、平面視で前記カラーフィルタ基板の着色画素それぞれに対応して備
え、前記第１電極が、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンを有し
、前記第２電極が、絶縁層を介して前記第１電極の下に配設された櫛歯状パターンを有し
、かつ前記第２電極が、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の
端部からはみ出ており、前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３
電極との間に駆動電圧を印加したときに、前記開口部に対応する液晶の領域における液晶
分子は、前記開口部の中心を通り、平面視で２分する直線に関し線対称である逆方向に倒
れるように動作することを特徴とする斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板を提供
する。
【００２２】
　第１又は第２の態様に係る斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板において、前記
第２の透明樹脂層の比誘電率を、前記着色層の比誘電率より低くすることが出来る。
【００２４】
　第１～第４のいずれかの態様に係る斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板におい
て、前記多角形の開口部を、平面視で長方形とすることが出来る。また、前記多角形の開
口部を、長辺と短辺を有する四角形とし、かつ、長辺方向の中央付近で平面視で“くの字
”状に折れ曲がったものとすることが出来る。更に、前記多角形の開口部を、平面視で平
行四辺形とし、かつ、同一色の着色画素のそれぞれ１／２が２種類の異なる傾斜角度の平
行四辺形で構成することが出来る。
【００２５】
　また、前記複数の着色画素を、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成し、
液晶を駆動する周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率を２．９から４．
４の範囲内とするとともに、前記赤色画素、緑色画素、及び青色画素の平均比誘電率に対
してそれぞれの着色画素の比誘電率を±０．３の範囲内とすることが出来る。更に、前記
複数の着色画素を、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成し、液晶を駆動す
る周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率の大きさを、赤色画素＞緑色画
素＞青色画素の関係とすることが出来る。これらの場合、前記緑色画素の主たる色剤を、
ハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料とすることが出来る。
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【００２７】
　本発明の第５の態様は、以上のカラーフィルタ基板と、液晶を駆動する素子をマトリク
ス状に配設したアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなる斜め
電界液晶表示装置であって、前記アレイ基板が、液晶を駆動するために異なる電位が印加
される第１電極及び第２電極を、平面視で前記カラーフィルタ基板の着色画素それぞれに
対応して備えていることを特徴とする斜め電界液晶表示装置を提供し、このような斜め電
界液晶表示装置において、前記開口部に対応する液晶の領域において、液晶を駆動する電
圧を印加したときの液晶分子の倒れる方向を、平面視で開口部中心から４つの異なる領域
に区分することが出来る。
【００２９】
　本発明の第６の態様は、透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行であ
る多角形の開口部を有するブラックマトリクス、及び該ブラックマトリクス上及び前記開
口部内の透明基板上に配設された透明導電膜、及び該透明導電膜上に形成された、複数色
の対向する辺が平行である多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中
央部であって、前記開口部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィル
タ基板と、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、
前記第１電極の下部に絶縁層を介して配設され、平面視で開口部を２分する中心から離れ
る方向に前記第１電極の端部からはみ出ている櫛歯状パターンである第２電極を備えるア
レイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなり、前記第１電極と、前
記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に異なる電位を印加する斜め電界
液晶表示装置を提供する。
【００３０】
　本発明の第７の態様は、透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電
膜上に配設された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス
、及び該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の
対向する辺が平行である多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中央
部であって、前記開口部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィルタ
基板と、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、絶
縁層を介して配設され、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の
端部からはみ出ている櫛歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板とを、液晶を間
に介在させて対向させて貼り合わせてなり、前記第１電極と、前記第２電極および前記透
明導電膜である第３電極との間に異なる電位を印加する斜め電界液晶表示装置を提供する
。
【００３１】
　本発明の第８の態様は、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンで
ある第１電極、前記第１電極の下部に絶縁層を介して配設され、平面視で開口部を２分す
る中心から離れる方向に前記第１電極の端部からはみ出ている櫛歯状パターンである第２
電極を備えるアレイ基板と、透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導
電膜上に配設された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリク
ス、該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の対
向する辺が平行である多角形の着色画素、該着色画素を覆うように配設された第１の透明
樹脂層、及び該第１の透明樹脂層上に、画素の中心から対称に、かつ平面視で画素中心に
最近接する前記第２電極の内側に前記第２電極の櫛歯状パターンと平行に配置された、透
明導電膜からなる１組の線状導体を備えるカラーフィルタ基板とを、液晶を間に介在させ
て対向させて貼り合わせてなり、前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜で
ある第３電極との間に異なる電位を印加する斜め電界液晶表示装置を提供する。
【００３２】
　以上において、前記第１電極及び第２電極を、可視域で透明な導電性金属酸化物により
構成することが出来る。また、前記液晶が負の誘電率異方性を有するものとすることが出
来る。
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【発明の効果】
【００３３】
　本発明によると、階調表示と応答性の改善を両立させた液晶表示装置用のカラーフィル
タ基板、及びこのカラーフィルタ基板を備える液晶表示装置が提供される。特に、ディス
クリネーションを解消した高い透過率の液晶表示装置を提供できる。本発明の一実施態様
によると、色バランスを崩さずに、また、ＴＦＴ素子を増やすことなく、特に明るさを強
調して躍動感ある表示を可能とする液晶表示装置用カラーフィルタ基板、及びこのカラー
フィルタ基板を備える液晶表示装置を提供することができる。
【００３４】
　また、本発明の一実施態様によると、半透過型や反射型の液晶表示に適用した場合にも
、黄色味を帯びることなく色バランスの良い反射型表示を可能とする液晶表示装置が提供
される。
【００３５】
　更に、本発明の一態様によると、白画素や黄色画素など画素をふやすことなく、ダイナ
ミックで明るい表示を得ることができるため、通常の階調表示時に白画素の場合のような
死画素（dead　pixel）がなく、さらに液晶の透過率を低下させるディスクリネーション
を解消し、従来より明るい表示を可能とする液晶表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の、液晶の動作を説明する図である
。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の、液晶の動作を説明する図である
。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の、液晶の動作を説明する図である
。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の、液晶の動作を説明する図である
。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を備える液晶表示装置の断
面図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１２】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１３】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１４】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１５】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１７】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１８】本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図１９】本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の断面図である。
【図２０】本発明の実施形態に適用できる第１電極の平面視でのパターン形状の例を示す
図。
【図２１】本発明の実施形態に適用できる第１電極の平面視でのパターン形状の例を示す
図。
【図２２】本発明の実施形態に適用できる第１電極の平面視でのパターン形状の例を示す
図。
【図２３】画素開口部が平行四辺形である場合の画素配列及び第１電極のパターン形状を
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示す図である。
【図２４】反射偏光板を用いた半透過型液晶表示装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００３８】
　本発明の第１の実施形態に係る斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板は、
が、２つの透過率の異なる領域にそれぞれ区分された部分を含むことを特徴とする。この
２つの透過率の異なる領域、透明導電膜上の画素領域の中央部に形成された透明樹脂層（
第２の透明樹脂層）及び／又は透明導電膜の画素領域の中央部に形成されたスリットによ
り区分される。
【００３９】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板を示す断面図である。図１
において、透明基板１０ａ上に所定の画素領域を区分する開口部を有するブラックマトリ
クス５が形成され、このブラックマトリクス５を含む透明基板１０ａ上に透明導電膜３が
形成されている。この透明導電膜３上の画素領域の中央であって、ブラックマトリクス５
の開口部の長手方向に、第２の透明樹脂層８が形成されている。
【００４０】
　それぞれの画素領域に、緑色画素１４、赤色画素１５、及び青色画素１６からなる着色
層が形成され、それらの上に第１の透明樹脂層７が形成されて、カラーフィルタ基板１０
が構成される。なお、参照符号６は、着色層の重畳部を示す。
【００４１】
　ひとつの画素領域の開口部は、図1に示すように、同じ透過率の領域である領域Ａ６１
、領域A’６３と、異なる透過率の領域である領域Ｂ６２に分けることができる。透過率
を異ならせる手段としては、この２種類の透過率の異なる領域で色材である有機顔料の濃
度を変えること、あるいは、領域Ｂ６２におけるように膜厚の一部を透明樹脂層８で置き
換えることが挙げられる。また、たとえば、着色画素の領域Ｂ６２に相当する部分にあら
かじめ凹部を設けて透明樹脂で埋め、平坦化する手法でも良い。この２種類の透過率の異
なる領域は、たとえば　±０．３μｍ以内の膜厚差で平坦化することが望ましい。
【００４２】
　着色層重畳部６の画素領域表面からの高さHは、後述する液晶の配向（液晶の傾き）制
御に影響する高さである０．５μｍから２μｍの範囲内であることが望ましい。
【００４３】
　図２は、図１に示すカラーフィルタ基板１０の第１の変形例で、ブラックマトリクス５
の形成前に透明基板１０ａ上に透明導電膜３が形成されている例を示す。図３は、図１に
示すカラーフィルタ基板１０の第２の変形例で、図２に示すカラーフィルタ基板１０にお
いて、第２の透明樹脂層８が形成されておらず、透明導電膜３にスリット１８が形成され
ている例を示す。図４は、図１に示すカラーフィルタ基板１０の第３の変形例で、図１に
示すカラーフィルタ基板１０において、第２の透明樹脂層８が形成されておらず、透明導
電膜３にスリット１８が形成されている例を示す。図５は、図１に示すカラーフィルタ基
板１０の更にまた他の変形例で、図１に示すカラーフィルタ基板１０において、第２の透
明樹脂層８とともに、スリット１８が形成されている例を示す。
【００４４】
　本発明の一実施形態は、初期配向が垂直配向の液晶を用い、ノーマリブラック表示の液
晶表示装置を主たる対象とし、カラーフィルタ基板と、ＴＦＴなどの液晶駆動素子が形成
されたアレイ基板とを対向させ、それらの間に液晶層を挟持する形で貼り合わせて構成さ
れる液晶表示装置を前提とする。従って、本実施形態に係る技術は、初期配向が垂直配向
で、電圧印加時に基板面方向に倒れる液晶を用いる液晶表示装置に適用することができる
。加えて、本実施形態では、アレイ基板側に設けられた画素電極である第１電極、及びこ
の第１電極とは電位の異なる第２電極に対し、第３電極である透明導電膜をカラーフィル
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タ基板に配設した電極構成において生じる斜め電界を活用するものである。
【００４５】
　第１電極および第２電極は、櫛歯状などの線状のパターン形状に形成することができる
。これら第１電極と第２電極のパターンの長手方向は、ブラックマトリクスの多角形の開
口部（以下、たんに画素と表記することがある）に形成される一つの画素内で２つ、ある
いは、４つ以上の方向に分けることもできる。本実施態様の一例である図６あるいは図１
４の液晶表示装置の模式断面図に示すように、第１電極の線状パターンの幅方向から、第
２電極の線状パターンをはみ出させることができる。はみ出し部２ａは、後に詳述するが
、液晶１７への駆動電圧印加後の液晶の倒れる方向（液晶表示時の配向方向）を設定する
作用がある。カラーフィルタ基板側の表面に近い液晶は、第１電極から透明導電膜である
第３電極の方向への斜め電界を活用する。この斜め電界による液晶の倒れる方向を、前記
のはみ出し部２ａの方向に合わせることで、画素内ひとつの液晶ドメインの液晶を同一方
向に高速で倒すことができる。この液晶ドメインをひとつの画素内に２つ、あるいは４つ
以上形成することで、広い視野を確保できる。
【００４６】
　液晶表示装置のＴＦＴを、シリコンで形成しても良いが、例えば酸化物半導体で形成す
ることにより、画素の開口率を向上できる。酸化物半導体ＴＦＴの代表的なチャネル材料
には、ＩＧＺＯと呼ばれるインジウム、ガリウム、亜鉛の複合金属酸化物が例示できる。
【００４７】
　尚、本実施形態に適用できる液晶の中では、誘電率異方性が負の液晶であって初期配向
が垂直である液晶を好適に適用できる。この場合、垂直配向膜を用いるものの、本実施形
態に係る技術により、光配向やラビングなどの配向処理を省略できる。後述するが、本実
施形態では、従来のＶＡ（垂直配向）で必要であった８９度などの厳密なチルト角制御が
不要であり、９０度の初期垂直配向の液晶を使用できる。また、初期垂直配向の場合、初
期水平配向の液晶表示装置と異なり、液晶表示装置の両面あるいは片面に貼付される偏光
板や位相差板の光軸合わせが厳しいものでなくなる。初期垂直配向の場合、電圧無印加時
のリタデーションは０ｎｍであり、例えば偏光板の遅相軸とのズレが多少あっても光漏れ
が発生しにくく、ほぼ完全な黒表示を得ることができる。初期水平配向の液晶では、偏光
板との数度の光軸ずれがあると光漏れが発生し、液晶表示装置コントラストの観点で不利
である。
【００４８】
　本発明の第１の実施形態に係るカラーフィルタ基板、及びそれに対向して配置されるア
レイ基板上の液晶の動作を、図６、図７、図８、及び図９を参照して説明する。
【００４９】
　図６は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の模式断面図である。初期垂直配
向である液晶は、ブラックマトリクス５と着色層重畳部６のショルダー近傍の液晶分子１
７ａを除いてカラーフィルタ基板１０表面及びアレイ基板２０表面で垂直に配向している
。図７はその部分拡大図である。液晶分子１７ａは、着色層重畳部６のショルダーでの初
期配向状態でチルトが付与され、斜めに配向している。
【００５０】
　図８に示すように、画素電極である第１電極１に電圧が印加されると、液晶分子１７ａ
は第１電極１から共通電極である第３電極２３の方向に向く電気力線３０ａに垂直になろ
うとして、矢印方向に倒れ始め、カラーフィルタ基板１０の表面近傍の液晶分子は、ショ
ルダー近傍の液晶分子１７ａの倒れが面方向に伝搬して基板面の水平方向に倒れていく。
さらに、画素中央の第１電極１から離れた液晶分子１７ｅ，１７ｆは、同様に第１電極１
からの電気力線３０ｅ，３０ｆの方向に垂直になろうとして傾く。しかしながら、液晶分
子１７ｅ，１７ｆは、第１電極１からやや遠い位置にあり、この距離に対応して傾きの角
度は小さくなる。図９は、液晶分子の最終的な配向状態を図９に示す。なお、図中、符号
２ｃは、第２電極（共通電極）を示す。
【００５１】
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　一方、アレイ基板２０側に接する液晶分子は、画素電極である第１電極１と共通電極で
ある第２電極２の近傍、特に第２電極２のはみ出し部上の液晶分子１７ｇ，１７ｈは、電
気力線３０ｇ，３０ｈに垂直になろうとして、電圧印加直後に瞬時に大きく倒れる。液晶
分子１７ｇ，１７ｈの動作が速い理由は、第１電極１と第２電極２の距離が極めて近いた
め、これら液晶分子は最も強い電場に置かれるためである。液晶分子１７ｇ，１７ｈの動
作をトリガーとして、ショルダー近傍の液晶分子１７ａなどの動きとほぼ同期して画素（
厳密にはひとつの液晶ドメイン）内の液晶は同一方向に一斉に倒れる。ただし、前記した
ように、第３電極３上の液晶で、かつ、第１電極１から離れた位置の液晶分子の傾斜角は
小さくなる。
【００５２】
　なお、はみ出し部上の液晶分子の倒れを方向付けしやすくするために、第１電極の端部
にテーパを付与する、第１電極の膜厚を厚くする、第１電極下部の絶縁層の一部をエッチ
ングし、絶縁層を薄くする、などの加工を付加することもできる。
【００５３】
　液晶への駆動電圧印加後、図６に示すように画素中心から対称に配設した第１電極１、
第２電極２、第３電極３により、図８に示すように、液晶１７は対称に倒れる。この対称
性により液晶表示時の視野角を拡げることができる。
【００５４】
　図６に示す通常表示領域は、第１電極と第３電極に印加される電圧の高さにより階調表
示を行う。ダイナミック表示領域は、通常表示領域より高い電圧にて光透過を始める。図
８では、第２の透明樹脂層８上の薄い着色層の部分１９を光が透過することによって、よ
り明るい表示を行うことができる。すなわち、より高い電圧の駆動により、明るいダイナ
ミック表示が可能となる。
【００５５】
　図１０は、図１に示すカラーフィルタ基板１０を用いた液晶表示装置の模式断面図を示
す。この液晶表示装置の液晶分子の動作も、以上説明した液晶表示装置と同様である。
【００５６】
　本発明の第３の実施態様である半透過型の液晶表示装置の模式断面図を、図１１に示し
た。図１１に示した液晶表示装置のアレイ基板３０は、画素中央にアルミニウム合金薄膜
による光の反射膜２１を具備している。光反射膜は、電気的に独立している。
【００５７】
　透過領域での液晶表示は、前記　図６、図７に示す通常表示領域と同じく、透過での通
常の階調表示領域である。反射表示領域は、この領域の液晶分子の傾きを調整して透過領
域のリタデーション（Δｎｄ）を、透過領域のリタデーションの略半分とすることで、外
光を利用した反射表示が可能となる。反射表示領域における液晶２８は、第１電極１から
遠い位置にあることにより、印加電圧変化に伴う液晶分子の配向変化が緩やかとなる。液
晶分子の配向変化が急峻な透過表示領域の差を利用して、透過光と反射光の印加電圧依存
性を相似形にすることができる。このため、反射表示と透過表示を同一の駆動条件にて、
高コントラストで、かつ、階調反転のない良好な液晶表示が得られる。本実施態様では、
反射領域に必要な液晶のセル厚調整層（透過領域の液晶の厚みに対して１／２とする厚み
調整層）を不要とすることができる。
【００５８】
　次に、本発明の第４の実施態様に係る液晶表示装置のカラーフィルタ基板の透明導電膜
に形成されたスリット（透明導電膜の形成のない細線状の開口部）の作用について、図１
２、図１３、図１４、図１５、及び図１６を参照して説明する。図１４から図１６は、図
１１の部分拡大図であり、カラーフィルタ基板４０上と、アレイ基板５０上のそれぞれ液
晶の動作説明図である。
【００５９】
　図１２及び図１３は、本発明の第４の実施形態に係わる液晶表示装置の模式断面図であ
る。はみ出し電極構成の第１電極１と第２電極２が、画素中心から対称に配設されている
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。カラーフィルタ基板４０の画素中央には紙面に垂直方向に透明導電膜の形成のないスリ
ット１８が形成されている。
【００６０】
　図１４及び図１５により、カラーフィルタ基板面近傍の液晶１７の配向及び操作を説明
する。図１４に示すように、電圧無印加時には液晶１７は、液晶分子１７ａを除いてカラ
ーフィルタ基板１０面に垂直配向している。図１５に示すように、第１電極１及び第３電
極３間に電圧が印加されると、着色層重畳部６のショルダー近傍の液晶分子１７ａは、電
気力線４１ａに垂直になろうと矢印方向に倒れ始める。画素中央のスリット１８近傍の液
晶１７ｆは、電気力線４１ｆに垂直になろうと矢印方向に倒れ始める。これら液晶をトリ
ガーとして、カラーフィルタ基板面側の液晶は画素中心からそれぞれ反対の対称な方向に
倒れることになる。
【００６１】
　図１６及び図１７により、アレイ基板面近傍の液晶１７の配向及び操作を説明する。図
１６は、初期垂直配向の液晶を図示している。図１７は、電圧印加後に、第１電極１と第
２電極のはみ出し部２ａ上で倒れ始める液晶分子１７ｇ，１７ｈ，１７ｉを示している。
アレイ基板側では、これら液晶をトリガーとして、一斉に画素中心からそれぞれ反対の対
称な方向に倒れることになる。
【００６２】
　図１８及び図１９は、第１の透明樹脂層７の、画素中心近傍に１組の線状導体４を配設
したカラーフィルタ基板６０を用いた本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置を説明
する部分拡大図である。図１９に電圧印加後の液晶分子の動作を示す。画素中心近傍の液
晶分子１７ｆは、前記した図１７での液晶分子１７ｆより迅速に大きく矢印方向に傾く。
線状導体４が、第１電極１により近い位置に形成されているため、図１９の液晶分子１７
ｆは、より高い電場に置かれるため、応答が速くなる。なお、図１８及び図１９では、第
３電極である透明導電膜３にスリットが形成されているが、形成されていなくてもよい。
なお、前記した実施態様において、第１電極と第２電極の重なり部２ｂは補助容量として
使用できる。
【００６３】
　ここで、本明細書における技術用語について、簡単に説明する。
【００６４】
　ブラックマトリクスとは、液晶表示のコントラストをアップさせるため、表示の最小単
位である絵素の周囲、あるいは絵素の両辺に配設される遮光性のパターンである。遮光層
とは、透明樹脂に遮光性の顔料を分散させた遮光性の塗膜であり、一般に感光性を付与さ
れ、露光・現像を含むフォトリソグラフィの手法によりパターン形成することにより得ら
れる。
【００６５】
　着色層とは、有機顔料を透明樹脂に分散した着色組成物の塗膜を指す。着色層を公知の
フォトリソグラフィの手法にてブラックマトリクスの一部と重畳するようにパターン形成
したものを着色画素と呼ぶ。着色画素の実効的な大きさは、ブラックマトリクスの開口部
とほぼ同じになる。
【００６６】
　向かい合う辺が平行である多角形は、例えば、長方形などの四角形、平行四辺形、六角
形、図２０（ｂ）に示されるような画素の中央で折れ曲がった多角形などを示すことがで
きる。
【００６７】
　本実施形態では、誘電率異方性が負である液晶を用いることができる。例えば、誘電率
異方性が負の液晶として、室温付近で複屈折率が０．１程度であるネマチック液晶を用い
ることができる。液晶層の厚みは特に限定する必要はないが、本実施形態で実効的に用い
ることの可能な液晶層のΔｎｄは、透過表示領域あるいは透過表示において　おおよそ２
５０ｎｍから５００ｎｍの範囲である。前記した反射表示領域での液晶分子の傾きを調整
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して、半反射部の液晶層のΔｎｄの平均を１／２の１２５ｎｍから２５０ｎｍとすること
ができる。本発明は、水平配向の液晶を適用することもできる。初期水平配向の液晶の場
合、駆動電圧印加によって基板面から垂直方向に液晶が立ち上がり、光が透過することに
なる。本発明に、誘電率異方性が正であり、初期水平配向液晶を適用することも技術的に
は可能である。しかし、初期水平配向を確保するために、液晶の配向方向を一義的に決定
するために配向膜へのラビングなどの配向処理が必要となる。初期配向が垂直である液晶
の場合、ラビング処理や光配向処理を省略できる。この観点から、本発明では、垂直配向
の液晶の適用が好ましい。
【００６８】
　本実施形態に係る液晶表示装置のアレイ基板側の第１電極１及び第２電極２の材料は、
上述したＩＴＯなどの導電性の金属酸化物を用いることができる。あるいは、金属酸化物
より導電性の高い金属を採用することができる。さらに、反射型や半透過型の液晶表示装
置の場合には、第１電極１及び第２電極２のいずれかにアルミニウム、アルミニウム合金
の薄膜を用いても良い。
【００６９】
　図６等に示すように、第１電極１、第２電極２、及びアクティブ素子の金属配線などは
、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）や酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などの絶縁層２２を介して形成する
。絶縁層２２の膜厚は、液晶の駆動条件によるため特に規定するものでないが、例えば１
００ｎｍから６００ｎｍの範囲より選ぶことができる。図７では、ＴＦＴ素子やＴＦＴ素
子に接続される金属配線は図示を省略した。
【００７０】
　なお、導電性金属酸化物であるＩＴＯとの低コンタクト性を有するアルミニウム合金の
単層によりゲート配線及びソース配線をそれぞれで形成する技術は、例えば、特開２００
９－１０５４２４号公報に開示されている。なお、第１電極上にさらに絶縁層を積層する
ことは、液晶駆動時の液晶の焼き付き（電荷の偏りや蓄積が影響）の緩和効果があり、好
ましい。また、アルミニウム合金の薄膜などで光の反射膜を、図１１に示すように配設し
ても良い。反射膜は電気的に独立させても良いし、第１電極と接続するアクティブ素子の
ほかに、反射膜と接続するアクティブ素子を別に形成し異なる電圧を印加することもでき
る。
【００７１】
　櫛歯状の電極パターンは、２μｍから２０μｍの幅の線状導体を電気的に２本以上連繋
してあれば良く、その連繋部分は片側あるいは両側の何れかでよい。櫛歯状パターンの間
隔は、およそ３μｍから１００μｍの範囲で　液晶セル条件、液晶材料に合わせて選択す
れば良い。櫛歯状パターンの形成密度やピッチ、電極幅は　ひとつの画素内で変更して形
成できる。第２電極２は、たとえば図６等に示すように、第１電極１の電極幅の一方向に
はみ出させて形成できる。はみ出させる方向は、画素中心から線対称あるいは点対称とな
る。はみ出し量は、用いる液晶材料や駆動条件、液晶セル厚みなどのディメンションで種
々調整することができる。はみ出し部分は、１μｍから５μｍの小さい量でも十分である
。重なり部分は、液晶駆動に係わる補助容量として用いることができる。
【００７２】
　なお、第２電極２のずれ（以下、第１電極１と第２電極２のはみ出し構成を、単に、は
み出し電極構成と呼ぶことがある）の方向は、矩形画素中央から点対称あるいは線対称で
、逆の方向であるのが望ましい。また、平面視で、第１の透明樹脂層７に向かう方向とは
反対の方向にはみ出させたパターンであることが望ましい。
【００７３】
　櫛歯状電極のパターンは、平面視でＶ字状や斜め方向でも良い。あるいは、第１電極１
および第２電極２は、図２２に示すように、１／４画素単位で９０°ずつ向きを変えた櫛
歯状パターンでも良い。それによって、液晶を駆動する電圧を印加したときに、平面視で
点対称に４つの動作に区分され、矩形画素の表示領域は、４つの動作領域に区分される。
この場合、櫛歯状電極は、矩形画素の中心線に対し、４５°の方向に傾斜させることが出
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来る。これら電極パターンは、画素中心から見て点対称もしくは線対称であることが望ま
しい。第１電極１および第２電極２の本数、電極ピッチ、電極幅は適宜選択できる。
【００７４】
　以上の実施形態に適用できる第１電極１の平面視パターン形状の例を図２０、図２１、
図２２に示した。第１電極１には液晶を駆動する電圧を印加するが、第２電極２、カラー
フィルタ基板側に配設される透明導電膜３である第３電極は、共通の電位（コモン）とす
ることができる。なお、図２０、図２１、図２２において、参照符号２５は、ブラックマ
トリクス５の開口部（多角形の着色画素）を示し、９は、液晶分子が倒れる方向を示す。
【００７５】
　上記した本実施形態に係る技術的特徴のうち、はみ出し電極構成に係る液晶の動作やそ
の作用をまとめれば、以下のようになる。
【００７６】
　（１）液晶は負の誘電率異方性の液晶を用い、初期配向は垂直であり、従来必要であっ
た配向処理を省略できる。
【００７７】
　（２）視野角拡大のための液晶のドメイン形成は、はみ出し電極構成が担う。はみ出し
電極区構成をひとつの画素の中で２つの方向、あるいは４つ以上の方向とすることで、液
晶へ駆動電圧印加後の液晶ドメイン形成ができ、視野角拡大が可能となる。
【００７８】
　（３）カラーフィルタ基板側の液晶は、初期配向垂直であるが、液晶への駆動電圧印加
時の斜め電界を液晶の倒れ（電圧印加後の液晶の配向方向）に用いる。
【００７９】
　（４）カラーフィルタ基板側の液晶の倒れと前記はみ出し電極構成のはみ出し方向を合
わせることができるため、液晶のディスクリネーションを減少させ、しかも高速、高透過
率の液晶表示が可能となる。
【００８０】
　これら液晶の動作とその作用は、本明細書に示す実施形態及び実施例では共通している
。
【００８１】
　本実施形態において、着色層の比誘電率は、比較的重要な特性であるものの、着色剤と
して添加する有機顔料の透明樹脂に対する比率（カラーフィルタとしての色再現）によっ
てほぼ一義的に決定されるため、着色層の比誘電率を大きく変化させることは困難である
。換言すれば、着色層中の有機顔料の種類や含有量は、液晶表示装置として必要な色純度
から設定され、それによって、着色層の比誘電率もほぼ決まることになる。なお、有機顔
料の比率を高くして着色層を薄膜化することで、比誘電率を４以上とすることが可能であ
る。また、透明樹脂として高屈折率材料を用いることで、若干の比誘電率をアップするこ
とができる。有機顔料を用いた着色層の比誘電率は、概ね２．９から４．５の範囲に入る
。後述する実施例での着色層あるいは遮光層の比誘電率は、Ｓｏｌａｒｔｒｏｎ社製イン
ピーダンスアナライザ１２６０型を用い、電圧３Ｖの条件にて、１２０、２４０、４８０
Ｈｚの周波数で測定した。測定試料は、アルミニウム薄膜による導電膜をパターン形成し
たガラス基板上に着色層あるいは遮光層を塗布・硬膜し（膜厚は後述の実施例と同じ）、
さらに　この着色層の上にアルミニウム薄膜による導電膜パターンを形成したものである
。以下、着色層の比誘電率を、着色画素の比誘電率と言うことがある。
【００８２】
　カラーフィルタの着色画素の比誘電率は、液晶表示での色むらや光漏れを避けるために
異なる色の着色画素間の比誘電率の値を±０．３以内にすることができる。本発明に係わ
る駆動方式やＦＦＳ（Fringe-Field Switching）方式の液晶表示装置において、着色画素
間の比誘電率の差が０．８あるいは１．０を超えると液晶表示での色むらや光漏れが生じ
ることがある。
【００８３】
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　着色画素の比誘電率は、以下の実施例で詳述するが、本発明者らの検討結果、色剤であ
る有機顔料の選択及び顔料比率、母材の樹脂また分散材ほかの材料選択により４．４以下
に抑えることができる。後述するように、緑色画素の有機顔料にはハロゲン化銅フタロシ
アニン緑色顔料よりハロゲン化亜鉛フタロシアニン緑色顔料の方が好ましい。後者を緑色
画素の主たる色剤とすることで緑色画素の比誘電率を小さくでき、赤色画素と青色画素の
持つ比誘電率の値に揃えやすい。あるいは、液晶駆動において液晶の立ち上がりが光の短
波長側（青色画素）で速く、長波長側（赤色画素）で遅い場合に、着色画素の比誘電率の
大きさを光の波長の順に調整することもできる。
【００８４】
　なお、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン緑色顔料を緑色画素の主たる色材とするとは、２
種以上の顔料を混合して用いる場合に、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン緑色顔料の添加量
がもっとも多いことを意味する。
【００８５】
　また、液晶表示装置として用いる液晶の誘電率異方性Δεの値より、カラーフィルタ構
成部材の比誘電率の値を小さくすることで、液晶駆動に支障ない条件を提供できる。カラ
ーフィルタの着色画素の形成には、通常　感光性のアクリル樹脂を用いる。一般にアクリ
ル樹脂など透明樹脂の比誘電率は　およそ２．８前後である。本発明者らの検討結果、有
機顔料の分散系である着色画素の比誘電率の下限はおおよそ２．９であった。ブラックマ
トリクスの形成に用いる遮光層は、黒色色剤であるカーボンの透明樹脂への添加量により
　その比誘電率を６以上、たとえば１６に設定できる。遮光層の色剤を全て有機顔料とし
た場合、その比誘電率を４．４以下の小さな値にすることができる。
【００８６】
　高コントラストで広視野角の代表的液晶駆動方式であるＩＰＳ（横電界方式）やＦＦＳ
方式の液晶表示装置では、高速応答のため、あるいは駆動電圧のしきい値を下げるために
誘電率異方性が４．５前後の液晶を用いることが多い。これらの液晶を本発明の実施形態
に適用する場合、カラーフィルタ構成での着色層や透明樹脂層の比誘電率は、４．４以下
であることが望ましい。少なくとも、もちいる液晶の誘電率異方性の値と同等であれば、
第１電極と第３電極間の電場形成に支障の少ないカラーフィルタを提供できる。垂直配向
で誘電率異方性が負の液晶の場合、その駆動条件によっては信頼性に影響するため、誘電
率異方性の絶対値が３．８以下の液晶を選択することがある。本発明のカラーフィルタ構
成での着色層や透明樹脂層の比誘電率は、３．８以下であることは、より好ましい。なお
、第１及び第２の透明樹脂層として、低比誘電率の樹脂材料を用いることでカラーフィル
タの画素として見かけ上の比誘電率を、着色層単体より低いものとすることができる。
【００８７】
　以下に、以上説明した実施形態に係るカラーフィルタ基板に用いることが可能な透明樹
脂及び有機顔料等について例示する。
【００８８】
　（透明樹脂）
　遮光層あるいは着色層の形成に用いる感光性着色組成物は、顔料分散体に加え、さらに
、多官能モノマー、感光性樹脂ないし非感光性樹脂、重合開始剤、溶剤等を含有する。感
光性樹脂及び非感光性樹脂など、本発明の実施形態に用いることの可能な透明性の高い有
機樹脂を総称して透明樹脂と呼ぶ。
【００８９】
　透明樹脂には、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、および感光性樹脂が含まれる。熱可塑性
樹脂としては、例えば、 ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩素化ポリ
エチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、
ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、アルキッド
樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロース類
、ポリブタジエン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。ま
た、熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性



(17) JP 5659768 B2 2015.1.28

10

20

30

40

50

マレイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等
が挙げられる。熱硬化性樹脂は、メラミン樹脂とイソシアネート基を含有する化合物とを
反応させてなるものを用いてもよい。
【００９０】
　（アルカリ可溶性樹脂）
　以上の実施形態に用いる遮光層、光散乱層、着色層、セルギャップ規制層の形成には、
フォトリソグラフィによるパターン形成可能な感光性樹脂組成物を用いることが好ましい
。これらの透明樹脂は、アルカリ可溶性を付与された樹脂であることが望ましい。アルカ
リ可溶性樹脂としては、カルボキシル基又は水酸基を含む樹脂であれば特に限定はない。
例えば、エポキシアクリレート系樹脂、ノボラック系樹脂、ポリビニルフェノール系樹脂
、アクリル系樹脂、カルボキシル基含有エポキシ樹脂、カルボキシル基含有ウレタン樹脂
等が挙げられる。中でもエポキシアクリレート系樹脂、ノボラック系樹脂、アクリル系樹
脂が好ましく、特に、エポキシアクリレート系樹脂やノボラック系樹脂が好ましい。
【００９１】
　（アクリル樹脂）
　以上の実施形態に採用可能な透明樹脂の代表として、以下のアクリル系樹脂が例示でき
る。
【００９２】
　アクリル系樹脂は、単量体として、例えば（メタ）アクリル酸；メチル（メタ）アクリ
レート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）
アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレートペンジル（メタ）アクリレート、ラウリ
ル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート；ヒドロキシエチル（メタ）
アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート等の水酸基含有（メタ）アクリ
レート；エトキシエチル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート等のエ
ーテル基含有（メタ）アクリレート；及びシクロヘキシル（メタ）アクリレート、イソボ
ルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート等の脂環式（メ
タ）アクリレート等を用いて得た重合体が挙げられる。
【００９３】
　なお、以上挙げた単量体は、単独で、または、２種以上を併用して使用することができ
る。さらに、これら単量体と共重合可能なスチレン、シクロヘキシルマレイミド、及びフ
ェニルマレイミド等の化合物との共重合体でもよい。
【００９４】
　また、例えば（メタ）アクリル酸等のエチレン性不飽和基を有するカルボン酸を共重合
し、得られた共重合体と、グリシジルメタクリレート等のエポキシ基及び不飽和二重結合
を含有する化合物とを反応させることや、グリシジルメタクリレート等のエポキシ基含有
（メタ）アクリレートの重合体、又はそれとその他の（メタ）アクリレートとの共重合体
に、（メタ）アクリル酸等のカルボン酸含有化合物を付加させることによっても、感光性
を有する樹脂を得ることができる。
【００９５】
　さらに、例えばヒドロキシエチルメタアクリレート等のモノマーの、水酸基を有する重
合体に、メタクリロイルオキシエチルイソシアネート等のイソシアネート基及びエチレン
性不飽和基を有する化合物とを反応させることによっても、感光性を有する樹脂を得るこ
とができる。
【００９６】
　また、上述したように、複数の水酸基を有するヒドロキシエチルメタクリレート等の共
重合体と多塩基酸無水物を反応させて、共重合体にカルボキシル基を導入し、カルボキシ
ル基を有する樹脂を得ることが出来る。カルボキシル基を有する樹脂の製造方法は、この
方法のみに限るものではない。
【００９７】
　上記の反応に用いる酸無水物の例として、例えばマロン酸無水物、コハク酸無水物、マ
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レイン酸無水物、イタコン酸無水物、フタル酸無水物、テトラヒドロフタル酸無水物、ヘ
キサヒドロフタル酸無水物、メチルテトラヒドロフタル酸無水物、及びトリメリト酸無水
物等が挙げられる。
【００９８】
　上述したアクリル系樹脂の固形分酸価は、２０～１８０ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好
ましい。酸価が２０ｍｇＫＯＨ／ｇより小さい場合には、感光性樹脂組成物の現像速度が
遅すぎて現像に要する時間が多くなり、生産性に劣る傾向となる。また、固形分酸価が１
８０ｍｇＫＯＨ／ｇより大きい場合には、逆に現像速度が速すぎて、現像後でのパターン
ハガレやパターン欠けの不具合が生じる傾向となる。
【００９９】
　さらに、上記アクリル系樹脂が感光性を有する場合、このアクリル樹脂の二重結合当量
は１００以上であることが好ましく、より好ましくは１００～２０００であり、最も好ま
しくは１００～１０００である。二重結合当量が２０００を越える場合には十分な光硬化
性が得られない場合がある。
【０１００】
　（光重合性モノマー）
　光重合性モノマーの例として、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒド
ロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ポリエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレー
ト、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ
（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、メラミン（メタ）ア
クリレート、エポキシ（メタ）アクリレート等の各種アクリル酸エステルおよびメタクリ
ル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。
【０１０１】
　また、水酸基を有する（メタ）アクリレートに多官能イソシアネートを反応させて得ら
れる（メタ）アクリロイル基を有する多官能ウレタンアクリレートを用いることが好まし
い。なお、水酸基を有する（メタ）アクリレートと多官能イソシアネートとの組み合わせ
は任意であり、特に限定されるものではない。また、１種の多官能ウレタンアクリレート
を単独で用いても良いし、２種以上を組み合わせて用いることもできる。
【０１０２】
　（光重合開始剤）
　光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジ
クロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）
－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－
ブタン－１－オン等のアセトフェノン系化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル
、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタ
ール等のベンゾイン系化合物；ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香
酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾ
フェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイド等のベンゾフェノン系
化合物；チオキサンソン、２－クロルチオキサンソン、２－メチルチオキサンソン、イソ
プロピルチオキサンソン、２，４－ジイソプロピルチオキサンソン等のチオキサンソン系
化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、２－ピペニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリア
ジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリルｓ－トリアジン、２－（ナフト
－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキ
シ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４
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－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、２，４－トリクロロメチル（４
’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合物；１，２－オクタンジ
オン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）〕、Ｏ－（アセ
チル）-Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－２－（４’－メトキシ-ナフチル）エチリデン
）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物；ビス（２，４，６－トリメチルベ
ンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニ
ルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物；９，１０－フェナンスレンキノン、
カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノン系化合物；ボレート系化合物；カル
バゾール系化合物；イミダゾール系化合物；チタノセン系化合物等が挙げられる。感度向
上には、オキシム誘導体類（オキシム系化合物）が有効である。これらは１種を単独であ
るいは２種以上を組み合わせて用いることができる。
【０１０３】
　（増感剤）
　光重合開始剤と増感剤とを併用することが好ましい。増感剤として、α－アシロキシエ
ステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニルグリオキシレート、ベンジル－
９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアンスラキノン、４，４’
－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカ
ルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン等の化合物を併用
することもできる。
【０１０４】
　増感剤は、光重合開始剤１００質量部に対して、０．１質量部から６０質量部の量を含
有させることができる。
【０１０５】
　（エチレン性不飽和化合物）
　上述した光重合開始剤は、エチレン性不飽和化合物と共に用いることが好ましい。エチ
レン性不飽和化合物としては、エチレン性不飽和結合を分子内に１個以上有する化合物を
意味する。中でも、重合性、架橋性、及びそれに伴う露光部と非露光部との現像液溶解性
の差異を拡大できる等の点から、エチレン性不飽和結合を分子内に２個以上有する化合物
であることが好ましい。また、その不飽和結合が（メタ）アクリロイルオキシ基に由来す
る（メタ）アクリレート化合物が特に好ましい。
【０１０６】
　エチレン性不飽和結合を分子内に１個以上有する化合物としては、例えば、（メタ）ア
クリル酸、クロトン酸、イソクロトン酸、マレイン酸、イタコン酸、シトラコン酸等の不
飽和カルボン酸、及びそのアルキルエステル；（メタ）アクリロニトリル；（メタ）アク
リルアミド；スチレン等が挙げられる。エチレン性不飽和結合を分子内に２個以上有する
化合物としては、代表的には、例えば、不飽和カルボン酸とポリヒドロキシ化合物とのエ
ステル類、（メタ）アクリロイルオキシ基含有ホスフェート類、ヒドロキシ（メタ）アク
リレート化合物とポリイソシアネート化合物とのウレタン（メタ）アクリレート類、及び
（メタ）アクリル酸又はヒドロキシ（メタ）アクリレート化合物とポリエポキシ化合物と
のエポキシ（メタ）アクリレート類等が挙げられる。
【０１０７】
　上記光重合性開始剤、増感剤、及びエチレン性不飽和化合物は、後述する位相差層の形
成に用いられる重合性液晶化合物を含む組成物に加えても良い。
【０１０８】
　（多官能チオール）
　感光性着色組成物には、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオールを含有させるこ
とができる。多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例え
ば、ヘキサンジチオール、デカンジチオール、１，４－ブタンジオールビスチオプロピオ
ネート、１，４－ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグ
リコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリ
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スチオグリコレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロー
ルプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオ
グリコレート、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプ
ロピオン酸トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４－ジメチルメルカ
プトベンゼン、２、４、６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン、２－（Ｎ，Ｎ－ジブチル
アミノ）－４，６－ジメルカプト－ｓ－トリアジン等が挙げられる。
【０１０９】
　これらの多官能チオールは、１種または２種以上混合して用いることができる。多官能
チオールは、感光性着色組成物中に、顔料１００質量部に対して、好ましくは０．２～１
５０質量部、より好ましくは０．２～１００質量部の量で用いることができる。
【０１１０】
　（貯蔵安定剤）
　感光性着色組成物には、組成物の経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させ
ることができる。貯蔵安定剤としては、例えばベンジルトリメチルクロライド、ジエチル
ヒドロキシアミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およ
びそのメチルエーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、トリエチルホスフィン、トリフェニ
ルフォスフィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。
【０１１１】
　（密着向上剤）
　感光性着色組成物には、基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着
向上剤を含有させることもできる。
【０１１２】
　（溶剤）
　感光性着色組成物には、基板上への均一な塗布を可能とするために、水や有機溶剤等の
溶剤が配合される。また、本実施形態に用いる組成物がカラーフィルタの着色層である場
合、溶剤は、顔料を均一に分散させる機能も有する。溶剤としては、例えばシクロヘキサ
ノン、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセテート、１－メトキシ－２－
プロピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、エチルベンゼン、エチレ
ングリコールジエチルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル－ｎアミルケトン
、プロピレングリコールモノメチルエーテル、トルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチ
ル、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソブチルケトン
、石油系溶剤等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いることができる。溶剤
は、着色組成物中に、顔料１００質量部に対して、８００質量部から４０００質量部、好
ましくは１０００質量部から２５００質量部で含有させることができる。
【０１１３】
　（有機顔料）
　赤色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ７、９、１４、４１、４
８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２２
、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１７９、１８０、１８４、１８５
、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０
、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４２、２４６、２５４、２５５
、２６４、２７２、２７９等を用いることができる。
【０１１４】
　黄色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ １、２、３、４、
５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、
３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５
５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４
、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１
３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２
６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４４、１４６、１４７、１４
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８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６
４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７
５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９
３、１９４、１９９、２１３、２１４等が挙げられる。
【０１１５】
　青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５、１５：１、１５
：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４、８０等を用いることが
でき、これらの中では、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５：６が好ましい。
【０１１６】
　紫色顔料として、例えば、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ １、１９、２３、
２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、５０等を用いることができ、これらの中で
は、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ ２３が好ましい。
【０１１７】
　緑色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ １、２、４、７、
８、１０、１３、１４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１
、５４、５５、５８等を用いることができ、これらの中では、ハロゲン化亜鉛フタロシア
ニン緑色顔料であるＣ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ ５８が好ましい。
【０１１８】
　以下、Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔの顔料種の記載において、単にＰＢ（Ｐｉｇｍｅｎｔ 
Ｂｌｕｅ）、ＰＶ（Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ）、ＰＲ（Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ）、
ＰＹ（Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ）、ＰＧ（Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ）などと省略
して記載することがある。
【０１１９】
　（遮光層の色材）
　遮光層あるいはブラックマトリクス含まれる遮光性の色材は、可視光波長領域に吸収を
有することにより遮光機能を示す色材である。本実施形態において遮光性の色材には、例
えば、有機顔料、無機顔料、染料等が挙げられる。無機顔料としては、例えば、カーボン
ブラック、酸化チタン等が挙げられる。染料としては、例えば、アゾ系染料、アントラキ
ノン系染料、フタロシアニン系染料、キノンイミン系染料、キノリン系染料、ニトロ系染
料、カルボニル系染料、メチン系染料等が挙げられる。有機顔料については、前記した有
機顔料が採用できる。なお、遮光性成分は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み
合わせ及び比率で併用しても良い。また、これら色材の表面による樹脂被覆による高体積
抵抗化、逆に、樹脂の母材に対して色材の含有比率を上げて若干の導電性を付与すること
による低体積抵抗化を行っても良い。しかし、こうした遮光性材料の体積抵抗値は、およ
そ１×１０８～１×１０１５Ω・cｍの範囲であるので、透明導電膜の抵抗値に影響する
レベルではない。同様に、遮光層の比誘電率も色材の選択や含有比率でおよそ３～１１の
範囲で調整できる。遮光層、第１の透明樹脂層、着色層の比誘電率は、液晶表示装置の設
計条件や液晶の駆動条件にあわせて調整できる。
【０１２０】
（分散剤・分散助剤）
　顔料分散剤として高分子分散剤を用いると、経時の分散安定性に優れるので好ましい。
高分子分散剤としては、例えば、ウレタン系分散剤、ポリエチレンイミン系分散剤、ポリ
オキシエチレンアルキルエーテル系分散剤、ポリオキシエチレングリコールジエステル系
分散剤、ソルビタン脂肪族エステル系分散剤、脂肪族変性ポリエステル系分散剤等を挙げ
ることができる。中でも、特に窒素原子を含有するグラフト共重合体からなる分散剤が、
顔料を多く含む本実施形態に用いる遮光性感光性樹脂組成物に対しては、現像性の点で好
ましい。
【０１２１】
　これら分散剤の具体例としては、商品名で、ＥＦＫＡ（エフカーケミカルズビーブイ（
ＥＦＫＡ）社製）、Ｄｉｓｐｅｒｂｉｋ（ビックケミー社製）、ディスパロン（楠本化成
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社製）、ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（ルーブリゾール社製）、ＫＰ（信越化学工業社製）、ポリ
フロー（共栄社化学社製）等を挙げることができる。これらの分散剤は、１種を用いても
よく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併用することができる。
【０１２２】
　分散助剤としては、例えば色素誘導体等を用いることができる。色素誘導体としては、
例えば、アゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、ベンズイミダゾロン系、キノフタ
ロン系、イソインドリノン系、ジオキサジン系、アントラキノン系、インダンスレン系、
ペリレン系、ペリノン系、ジケトピロロピロール系、ジオキサジン系等の誘導体が挙げら
れるが、中でもキノフタロン系が好ましい。
【０１２３】
　色素誘導体の置換基としては、例えばスルホン酸基、スルホンアミド基及びその４級塩
、フタルイミドメチル基、ジアルキルアミノアルキル基、水酸基、カルボキシル基、アミ
ド基等が顔料骨格に直接又はアルキル基、アリール基、複素環基等を介して結合したもの
が挙げられる。これらの中では、スルホン酸基が好ましい。また、これら置換基は、一つ
の顔料骨格に複数置換していてもよい。
【０１２４】
　色素誘導体の具体例としては、フタロシアニンのスルホン酸誘導体、キノフタロンのス
ルホン酸誘導体、アントラキノンのスルホン酸誘導体、キナクリドンのスルホン酸誘導体
、ジケトピロロピロールのスルホン酸誘導体、ジオキサジンのスルホン酸誘導体等が挙げ
られる。
【０１２５】
　以上の分散助剤及び色素誘導体は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ
及び比率で併用しても良い。
【０１２６】
　以下、本発明の種々の実施例について説明する。
【０１２７】
［実施例１］
　図１に示すカラーフィルタ基板１０を、以下のようにして製造した。
【０１２８】
〔ブラックマトリクスの形成〕
　（ブラックマトリクス形成用分散液）
　カーボン顔料＃４７（三菱化学社製）２０質量部、高分子分散剤BYK-182（ビックケミ
ー社製）８．３質量部、銅フタロシアニン誘導体（東洋インキ製造社製）１．０質量部、
及びプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート７１質量部を、ビーズミル分散
機にて攪拌して、カーボンブラック分散液を作製した。
【０１２９】
　（ブラックマトリクス形成用フォトレジスト）
　遮光層の材料としてブラックマトリクス形成用レジストを、以下の材料を使用して作製
した。
【０１３０】
　　カーボンブラック分散液：顔料＃４７（三菱化学社製）
　　透明樹脂：V259-ME（新日鐵化学社製）（固形分５６．１質量％）
　　光重合性モノマー：DPHA（日本化薬社製）
　　開始剤：OXE-02（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）
　　　　　　OXE-01（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）
　　溶剤：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
　　　　　エチル-3-エトキシプロピオネート
　　レベリング剤：BYK-330（ビックケミー社製）
　以上の材料を、以下の組成比で混合攪拌し、ブラックマトリクス形成用レジスト（固形
分中の顔料濃度：約２０％）とした。
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【０１３１】
　　カーボンブラック分散液　　　　　　　　　　　　　　　　３．０質量部
　　透明樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４質量部
　　光重合性モノマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４質量部
　　光重合開始剤　OXE－０１　　　　　　　　　　　　　　　０．６７質量部
　　光重合開始剤　OXE－０２　　　　　　　　　　　　　　　０．１７質量部
　　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　１４質量部
　　エチル-3-エトキシプロピオネート　　　　　　　　　　　　５．０質量部
　　レベリング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５質量部
　（ブラックマトリクス形成条件）
　無アルカリガラスである透明基板１上に、上記ブラックマトリクス形成用レジストをス
ピンコートし、乾燥させ、膜厚１．５μｍの塗膜を作製した。かかる塗膜を１００℃で３
分間、乾燥した後、ブラックマトリクスのパターン幅（ブラックマトリクスの画線幅に相
当）２４．５μｍ開口を有する露光用フォトマスクを用い、光源として超高圧水銀灯ラン
プを用いて、２００ｍＪ/ｃｍ２照射した。
【０１３２】
　次に、２．５％炭酸ナトリウム水溶液で６０秒間現像し、現像後よく水洗し、さらに乾
燥した後、２３０℃で６０分加熱処理してパターンを硬膜させてブラックマトリクス５を
形成した。ブラックマトリクス５の画線幅は、約２４μｍであり、長方形画素の周囲（４
辺）に形成した。後述する透明導電膜面からのブラックマトリクス画線端部の傾斜角度は
約４５度とした。
【０１３３】
〔透明導電膜の成膜〕
　次に、スパッタリング装置を用いて、ＩＴＯ（インジウム・スズの金属酸化物薄膜）か
らなる透明導電膜３（第３電極）を０．１４μｍの膜厚で形成した。
【０１３４】
〔第２の透明樹脂層の形成〕
　（樹脂Ａの合成）
　セパラブルフラスコ中で、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート６８６
質量部、グリシジルメタクリレート３３２質量部、アゾビスイソブチロニトリル６．６質
量部を加え、窒素雰囲気下において８０℃で6時間加熱し、樹脂溶液を得た。
【０１３５】
　次に、得られた樹脂溶液に、アクリル酸１６８質量部、メトキノン０．０５質量部、ト
リフェニルフォスフィン０．５質量部を加え、空気を吹き込みながら１００℃で２４時間
加熱し、アクリル酸付加樹脂溶液を得た。
【０１３６】
　更に、得られたアクリル酸付加樹脂溶液に、テトラヒドロフタル酸無水物１８６質量部
を加え、７０℃で１０時時間加熱し、樹脂Ａ溶液を得た。
【０１３７】
　（感光性樹脂液Ａの調製）
　以下の組成にて、ネガ型の感光性樹脂液Ａを調製した。
【０１３８】
　樹脂Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００質量部
　光重合性モノマー
　　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート　　　　　　２０質量部
　光重合開始剤
　　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製、イルガキュア９０７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８０質量部
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　上記感光性樹脂溶液Ａおよび第２の透明樹脂層のパターン（開口部）を有するフォトマ
スクを使用し、公知のフォトリソグラフィの手法にて第２の透明樹脂層８を形成した。第
２の透明樹脂層８の膜厚は１．３μｍとし、線幅２０μｍにて画素の中央、かつブラック
マトリクス開口部の長手方向に形成した。
【０１３９】
〔着色画素の形成〕
　《着色層形成用分散液》
　着色層に分散する有機顔料として、以下のものを使用した。
【０１４０】
　　赤色用顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Red 254（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製
「イルガーフォーレッド　B-CF」）、C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Red 177（チバ・スペシャルテ
ィ・ケミカルズ社製「クロモフタールレッドA2B」）
　　緑色用顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Green 58（ＤＩＣ社製）、C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Ye
llow 150（バイエル社製「ファンチョンファーストイエロー　Y-5688」）
　　青色用顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Blue 15（東洋インキ製造製「リアノールブルーES
」）
　　　　　　　C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Violet 23（BASF社製「バリオゲンバイオレット5890
」）
　以上の顔料を用いて、赤色、緑色、及び青色の各色分散液を作製した。
【０１４１】
　<赤色分散液＞
　　赤色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Red 254　　　　　１８質量部
　　赤色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Red 177　　　　　　２質量部
　　アクリルワニス（固形分20質量％）　　　　　１０８質量部
　上記の組成の混合物を均一に攪拌した後、ガラスビーズを用いて、サンドミルで５時間
分散し、５μｍフィルタで濾過して赤色顔料分散液を作製した。
【０１４２】
　＜緑色分散液＞
　　緑色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Green 58　　　　　　１６質量部
　　緑色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Yellow 150　　　　　　８質量部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　１０２質量部
　上記の組成の混合物に対して、赤色顔料分散液と同様の作製方法を用いて、緑色顔料分
散液を作製した。
【０１４３】
　＜青色分散液＞
　　青色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Blue 15　　　　　　　５０質量部
　　青色顔料：C.I.Ｐｉｇｍｅｎｔ Violet 23　　　　　　　２質量部
　　分散剤（ゼネカ社製「ソルスバース20000」）　　　　　６質量部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　２００質量部
　上記の組成の混合物に対して、赤色顔料分散液と同様の作製方法を用いて、青色顔料分
散液を作製した。
【０１４４】
　《着色画素形成》
　下記表１に示す配合組成の着色画素形成用カラーレジストを用いて、着色層を形成した
。
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【表１】

【０１４５】
　着色層の形成は、まず、図１に示すように、ブラックマトリクス５、透明導電膜３、及
び第２の透明樹脂層８が形成された基板１上に、赤色画素形成用カラーレジストをスピン
コートにより仕上り膜厚が２．５μｍとなるように塗布した。９０℃で５分間乾燥した後
、着色画素形成用のフォトマスクを通して高圧水銀灯の光を３００ｍＪ／ｃｍ２の照射量
で照射し、アルカリ現像液にて６０秒間現像して、ストライプ形状の赤色の着色画素１５
を、第２の透明樹脂層８と重なるように画素領域上に形成した。その後、２３０℃で３０
分焼成した。
【０１４６】
　なお、フォトマスクとしては、第２の透明樹脂層８上の薄い着色層の膜厚が、露光・現
像後およそ１．３μｍとなり、画素全体が硬膜後略平坦になるように、第２の透明樹脂層
８に相当する位置にハーフトーン部を設けたものを用いた。以下の緑色画素及び青色画素
形成用のフォトマスクも同様に、画素中央部にハーフトーン部を設けたものを用いた。
【０１４７】
　次に、緑色画素形成用レジストも同様にスピンコートにより仕上り膜厚が２．５μｍと
なるよう、かつ、第２の透明樹脂層８を覆うように塗布した。９０℃で５分間乾燥した後
、赤色画素１５と隣接した位置にパターンが形成されるように、フォトマスクを通して露
光し、現像することで、緑色画素１４を形成した。なお、本実施例を含め、カラーフィル
タ基板の製造は、周知のフォトリソグラフィ技術を用いるものである。
【０１４８】
　さらに、赤色、緑色と同様にして、青色画素形成用レジストについても仕上り膜厚が２
．５μｍで赤色画素、緑色画素と隣接した青色画素１６を得た。これで、基板１上に、赤
、緑、青３色の着色画素が形成された。その後、２３０℃で３０分間熱処理して硬膜した
。
【０１４９】
　〔第１の透明樹脂層の形成〕
　（樹脂Ｂの合成）
　１リットル容の５つ口フラスコに、ｎ-ブチルメタクリレート７５ｇ、メタクリル酸３
０ｇ、2-ヒドロキシエチルメタクリレート２５ｇ、プロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテート３００ｇを仕込み、窒素雰囲気下でＡＩＢＮを２ｇ添加し、８０～８５℃
で８時間反応させた。さらに、この樹脂の不揮発分が２０重量％となるように、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテートで調製し、樹脂Ｂの溶液（アルカリ可溶性樹
脂Ｂ）を得た。
【０１５０】
　（樹脂塗布液Ｂ）
　第１の透明樹脂層形成用の樹脂塗布液Ｂとして以下の材料を作成した。
【０１５１】
　シクロヘキサノン３２ｇ、ジエチレングリコールジメチルエーテル３８ｇをサンプル瓶
に入れた。攪拌しながら、エポキシ樹脂；ＥＳＦ-３００（新日鐡化学社製）１３ｇ、脂
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環式多官能エポキシ樹脂；ＥＨＰＥ３１５０（ダイセル化学工業社製）７ｇ、脂環式エポ
キシ樹脂；セロキサイド２０２１Ｐ（ダイセル化学工業社製）５ｇを加え、完全に溶解さ
せた。引き続き、酸無水物；無水トリメリット酸を３．０ｇ加え、十分に攪拌溶解した後
に、シランカップリング剤（チッソ社製Ｓ－５１０）１．２ｇ、界面活性剤（住友スリー
エム社製；フロラードＦＣ－４３０）０．１１ｇを加えて十分に攪拌した。これをろ過し
て、樹脂塗布液Ｂを得た。
【０１５２】
　着色層１４，１５，１６上に樹脂塗布液Ｂを塗布し、９０℃で１２０秒間プレベークを
行い、所定の部位露光し、現像し、さらに２３０℃で３０分焼成することで、第１の透明
樹脂層７を形成し、カラーフィルタ基板１０が得られた。
【０１５３】
　ブラックマトリクス５、透明導電膜３、着色層１４，１５，１６及び第１の透明樹脂層
７の重畳部である着色層重畳部６の高さＨは、画素内の第１の透明樹脂層８の表面からの
差として０．７μｍとした。本実施例の透明導電膜３のブラックマトリクス５上に配設さ
れている部分は、液晶表示装置としたときに画素電極である第１電極との電極間距離を小
さくできるため、これら電極間にある液晶の動作を速くできるという利点がある。
【０１５４】
〔実施例２〕
　図２は、実施例２に係るカラーフィルタ基板１０を示す。本実施例に係るカラーフィル
タ基板１０は、図２に示すように、ブラックマトリクス５と透明導電膜３の形成順序を変
えた構成であり、用いる材料、工程に係わる技術は実施例１と同じである。
【０１５５】
　実施例２の着色層重畳部６では、液晶表示装置としたときに画素電極である第１電極と
の電極間距離がブラックマトリクス５が透明導電膜３上に配設されている分、実施例１と
比較して遠くなる。しかし、ブラックマトリクス５が、遮光層の色剤に比誘電率の高いカ
ーボンを用いていることで電圧の低下を補うことができる。
【０１５６】
〔実施例３〕
　実施例３について、図３を参照して説明する。
【０１５７】
　図３に示すように、無アルカリガラスである透明基板１上にスパッタリング装置を用い
て、ＩＴＯ（インジウム・スズの金属酸化物薄膜）からなる透明導電膜３（第３電極）を
０．１４μｍの膜厚にて室温でアモルファス状態に形成した。室温で形成されたアモルフ
ァスＩＴＯ膜は、精細なパターンを形成しやすい。
【０１５８】
　次いで、画素中央の長手方向に９μｍ幅の線状の遮光パターンを有するフォトマスクを
用い、公知のフォトリソグラフィの手法にて、ＩＴＯ膜に８μｍ幅のスリット１８を形成
した。スリット１８は、ＩＴＯ膜の形成のない開口パターンである。なお、ＩＴＯ膜のス
リットは、強度のレーザー光を用いた直接的な加工でも形成できる。
【０１５９】
　次に、下記に示すブラックマトリクス形成用レジスト２を用いて、ブラックマトリクス
５を形成し、次いで、以下に示すカラーレジストを用いて着色層１４，１５，１６を形成
し、更に実施例１と同じ材料を用いて第１の透明樹脂層７を形成し、図３に示すカラーフ
ィルタ基板１０を得た。
【０１６０】
　［黒色顔料２の調製］
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、ビーズミル分散機にて攪拌して、カーボン
ブラック分散液を作製した。
【０１６１】
　　カーボン顔料（三菱化学社製＃４７）　　　　　　　　　２０部
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　　分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．３部
（ビックケミー社製「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６１」）
　　銅フタロシアニン誘導体（東洋インキ製造社製）　　　　　１．０部
　　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　７１部
　［ブラックマトリクス形成用レジスト２の調製］
　下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過して黒
色着色組成物３を得た。
【０１６２】
　　黒色顔料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．２部
　　アクリル樹脂溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８部
　　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサーアクリレート
　（東亜合成（株）製「Ｍ－４０２」）　　　５．２部
　　光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２部
　（チバガイギー社製「ＩＲＧＡＣＵＲＥ ＯＸＥ ０２」）
　　増感剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
　（保土ヶ谷化学工業（株）製 「ＥＡＢ－Ｆ」）
　　レベリング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（ビックケミー社製「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６３」
　　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５部
　　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　２５部
　本実施例で用いた赤色画素、緑色画素、青色画素用形成レジストのそれぞれ分散液及び
カラーレジストの組成を以下に示す。
【０１６３】
　［赤色顔料２の調製］
　下記組成の混合物を用い、赤色顔料１と同様の方法で赤色顔料２の分散体を作製した。
【０１６４】
　　赤色顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ２５４　　　　　　１１部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガーフォーレッド Ｂ－ＣＦ」）
　　赤色顔料：Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ １７７　　　　　　９部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「クロモフタールレッド Ａ２Ｂ」）
　　分散剤（味の素ファインテクノ社製「アジスパーＰＢ８２１」）　２部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　　　　　　１０８部。
【０１６５】
　［赤色組成物２の調製］
　その後、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾
過して赤色着色組成物を得た。
【０１６６】
　　赤色顔料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２部 
　　アクリル樹脂溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８部
　　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサーアクリレート　　　４．５部
　（東亜合成（株）製「Ｍ－４０２」）
　　光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュアー９０７」）
　　増感剤（保土ヶ谷化学工業（株）製 「ＥＡＢ－Ｆ」）　　　　　２．０部 
　　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２．３部。
【０１６７】
　［緑色顔料２の調製］
　下記組成の混合物を用い、緑色顔料１と同様の方法で緑色顔料２の分散体を作製した。
【０１６８】
　　緑色顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｇｒｅｅｎ ５８　　　　　１０．４部
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　（大日本インキ化学工業（株）製「Ｐｈｔｈａｌｏｃｙａｎｉｎｅ Ｇｒｅｅｎ Ａ１ 
１０」）
　　黄色顔料：Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ １５０　　　３．２部
　（ランクセス社製「Ｅ４ＧＮ－ＧＴ」）
　　黄色顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ １３８　　　　７．４部
　　分散剤（ビックケミー社製「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６３」）　　２部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　　　　　　　６６部。
【０１６９】
　［緑色組成物２の調製］
　その後、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで 
濾過して赤色着色組成物を得た。
【０１７０】
　　緑色顔料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６部 
　　アクリル樹脂溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８部
　　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサーアクリレート
　（東亜合成（株）製「Ｍ－４０２」）　　　　　　　　　　　　　　４部
　　光重合開始剤
　（チバガイギー社製「ＩＲＧＡＣＵＲＥ ＯＸＥ ０２」）　　　　　１．２部
　　光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュアー９０７」）
　　増感剤（保土ヶ谷化学工業（株）製「ＥＡＢ－Ｆ」）　　　　　　１．５部
　　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．８部
　　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　３０部。
【０１７１】
　［青色顔料２の調製］
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、直径１ｍｍのガラスビースを用いて、サン
ドミルで５時間分散した後、５μｍのフィルタで濾過して青色顔料の分散体を作製した。
【０１７２】
　　青色顔料：Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５：６
　（東洋インキ製造（株）製「リオノールブルーＥＳ」　　　　　　４９．４部
　　分散剤（ゼネカ社製「ソルスバーズ２００００」）　　　　　　　６部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　　　　　　２００部
　この分散体に、下記紫色染料粉体を添加し、よく攪拌し、青色顔料２を得た。
【０１７３】
　　紫色染料：ＮＫ－９４０２、（株）林原生物化学研究所製」　　　２．６部
　［青色組成物２の調製］
　その後、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで濾
過して青色着色組成物を得た。
【０１７４】
　　青色顔料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．５部
　　アクリル樹脂溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．３部
　　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサーアクリレート
　（東亜合成（株）製「Ｍ－４０２」）　　　　　　　　　　　　　　１．８部
　　光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュアー９０７」）
　　増感剤（保土ヶ谷化学工業（株）製「ＥＡＢ－Ｆ」）　　　　　　０．２部 
　　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５部
　　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　３０部。
【０１７５】
　〔各色塗膜の比誘電率〕
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　実施例３および実施例１で用いたそれぞれカラーレジストを前記した比誘電率測定用試
料（着色塗膜の膜厚は２．８μｍとした）に加工し、インピーダンスアナライザを用いて
比誘電率を測定した。
【０１７６】
　測定周波数の値とともに比誘電率の値を下記表２に示した。
【表２】

【０１７７】
　実施例１、実施例２、実施例３で用いた緑色レジストの顔料には、ハロゲン化亜鉛フタ
ロシアニン緑色顔料（臭素化数１４．１）を用いた。なお、この顔料を旧来用いられてい
るハロゲン化銅フタロシアニン緑色顔料に置き換えた緑色層の比誘電率は、４．５となり
、上記表１に示す赤色層の比誘電率より０．９高く、第３電極上に赤色画素、緑色画素、
青色画素を配設して均一なカラー表示を行う上で支障がある。比誘電率４．５の緑色画素
を用いた場合、赤色画素と青色画素の液晶層と、緑色画素の液晶層が異なる電場と異なる
ため、同一の液晶駆動電圧では微妙な階調のシフトが生じやすい。前記したように、異な
る着色画素の比誘電率の差をそれら画素の平均比誘電率に対して±０．３以内にすること
が好ましい。
【０１７８】
　以上のように、本発明に係るカラーフィルタ基板は、各色が均一な比誘電率で、かつ、
低い比誘電率の着色層を第３電極である透明導電膜上に具備するため、第１電極と第３電
極間に均一な電場形成が可能となり、液晶表示品質を高いものにできる。
【０１７９】
　ブラックマトリクスは、第３電極上にこれを形成する構成では、比誘電率が高いことで
着色重畳部６のショルダーに位置する液晶分子への印加電圧を伝えやすいので、好ましい
。実施例１で示したブラックマトリクス上に第３電極を積層する構成は、ショルダーに位
置する液晶分子への作用が強くなり、好ましい。
【０１８０】
　〔実施例４〕
　図４を参照して実施例４を説明する。
【０１８１】
　無アルカリガラスである透明基板１上に、実施例１で用いたブラックマトリクス形成用
レジストをスピンコートし、乾燥させ、膜厚１．５μｍの塗膜を作製した。かかる塗膜を
１００℃で３分間、乾燥した後、ブラックマトリクスとしてパターン幅（ブラックマトリ
クスの画線幅に相当）２４．５μｍ開口のある露光用のフォトマスクを用い、光源として
超高圧水銀灯ランプを用いて２００ｍＪ/ｃｍ２照射した。現像後よく水洗し、さらに乾
燥した後、２３０℃で６０分加熱処理してパターンを硬膜させて透明基板上にブラックマ
トリクス５を形成した。なお、ブラックマトリクスの開口部形状は、図２０（ｂ）に示す
ような“くの字”状の多角形とし、ブラックマトリクス５の画線幅は、約２４μｍであり
、多角形画素の開口部周囲に形成した。
【０１８２】
　次に、ブラックマトリクス５を形成した基板１上にスパッタリング装置を用いて、ＩＴ
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Ｏ（インジウム・スズの金属酸化物薄膜）からなる透明導電膜３（第３電極）を０．１４
μｍの膜厚にて室温でアモルファス状態に形成した。室温で形成したアモルファスＩＴＯ
膜は、精細なパターンを形成しやすいという利点がある。
【０１８３】
　次に、画素長手方向の中央に“くの字”状の９μｍ幅の線状の遮光パターンのあるフォ
トマスクを用い、公知のフォトリソグラフィの手法にて、ＩＴＯ膜に８μｍ幅の“くの字
”状スリット１８を形成した。スリット１８は、ＩＴＯ膜の形成のない開口パターンであ
る。
【０１８４】
　次に、実施例３で用いた赤色レジスト、緑色レジスト、青色レジストを用い、公知のフ
ォトリソグラフィの手法にて、上記ブラックマトリクス５の多角形の開口部に、それぞれ
“くの字”状パターンを２．８μｍの膜厚で形成した。
【０１８５】
　さらに、第１の透明樹脂層７を０．７μｍの膜厚で形成して、カラーフィルタ基板１０
を得た。
【０１８６】
　〔実施例５〕
　図５を参照して実施例５を説明する。
【０１８７】
　無アルカリガラスである透明基板１上に、実施例１で用いたブラックマトリクス形成用
レジストをスピンコートし、乾燥させ、膜厚１．５μｍの塗膜を作製した。かかる塗膜を
１００℃で３分間、乾燥した後、ブラックマトリクスとしてパターン幅（ブラックマトリ
クスの画線幅に相当）２４．５μｍ開口のある露光用のフォトマスクを用い、光源として
超高圧水銀灯ランプを用いて２００ｍＪ/ｃｍ２照射した。現像後よく水洗し、さらに乾
燥した後、２３０℃で６０分加熱処理してパターンを硬膜させて透明基板上にブラックマ
トリクス５を形成した。なお、ブラックマトリクスの開口部形状は、図２０（ｂ）に示す
ような“くの字”状の多角形とし、ブラックマトリクス５の画線幅は、約２４μｍであり
、多角形画素の開口部周囲に形成した。
【０１８８】
　次に、ブラックマトリクス５を形成した基板１上にスパッタリング装置を用いて、ＩＴ
Ｏ（インジウム・スズの金属酸化物薄膜）からなる透明導電膜３（第３電極）を０．１４
μｍの膜厚にて室温でアモルファス状態に形成した。室温で形成したアモルファスＩＴＯ
膜は、精細なパターンを形成しやすいという利点がある。
【０１８９】
　次に、画素長手方向の中央に“くの字”状の幅９μｍの線状の遮光パターンのあるフォ
トマスクを用い、公知のフォトリソグラフィの手法にて、ＩＴＯ膜に８μｍ幅の“くの字
”状スリット１８を形成した。スリット１８は、ＩＴＯ膜の形成のない開口パターンであ
る。
【０１９０】
　次に、感光性樹脂溶液Ａを用い、第２の透明樹脂層の“くの字”状パターン（開口部）
を有するフォトマスクを使用し、公知のフォトリソグラフィの手法にて第２の透明樹脂層
８を形成した。第２の透明樹脂層８の膜厚は１．３μｍとし、線幅２０μｍにて画素の中
央部、かつブラックマトリクス開口部の長手方向、中央に形成した。
【０１９１】
　次に、実施例３で用いた赤色レジスト、緑色レジスト、青色レジストを用い、公知のフ
ォトリソグラフィの手法にて、上記ブラックマトリクス５の多角形の開口部に、それぞれ
“くの字”状パターンを２．８μｍの膜厚で形成した。
【０１９２】
　さらに、第１の透明樹脂層７を０．７μｍの膜厚で形成して、カラーフィルタ基板とし
た。
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【０１９３】
　〔実施例６〕
　図６に示すように、実施例５に係るカラーフィルタ基板１０とＴＦＴのアクティブ素子
を形成したアレイ基板２０を貼り合わせ、間に負の誘電率異方性の液晶１７を封入し、さ
らに両面に偏光板（図示せず）を貼付して、液晶表示装置とした。カラーフィルタ基板１
０及びアレイ基板２０の液晶１７に面する側には、あらかじめ垂直配向膜を塗布し、形成
してある。なお、アクティブ素子の形成されたアレイ基板２０には、図２０（ｂ）で示し
た“くの字”状の櫛歯状電極１，２が形成されている。
【０１９４】
　なお、垂直配向用の配向膜は、図示を省略した。ＭＶＡやＶＡＴＮなどの垂直配向の液
晶表示装置に必要な厳密な配向処理（例えば、チルト角８９°とし、複数ドメインを形成
するための複数方向の配向処理）は実施せず、ほぼ９０°の垂直配向とした。
【０１９５】
　第１電極１は、アレイ基板２０のアクティブ素子（ＴＦＴ）と電気的に接続される。第
２電極及び第３電極は共通電位（コモン）である共通電極とした。図６における、平面視
でブラックマトリクス５の下部に位置する櫛歯状電極２ｃも共通電極である。
【０１９６】
　〔実施例７〕
　図２３は、画素開口部が平行四辺形である場合の画素配列を示す部分平面図である。
【０１９７】
　図２３（ａ）は、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色の着色画素の配列を示し、図２３（ｂ）及び図２３
（ｃ）は、傾斜角の異なる２種類の画素の開口部２５を図示した。これら画素での液晶は
、１／２画素単位で、それぞれ異なる液晶の倒れる方向９となる。また、平行四辺形の傾
きの異なる画素、例えば図２３（ｂ）及び図２３（ｃ）であわせて４つの異なる液晶の倒
れる方向を設定でき、視野角の広い液晶表示装置を提供できる。
【０１９８】
　〔実施例８〕
　図１２に示すように、実施例３に係るカラーフィルタ基板１０とＴＦＴのアクティブ素
子を形成したアレイ基板２０を貼り合わせ、両基板間に負の誘電率異方性の液晶１７を封
入し、さらに両面に偏光板を貼付して、液晶表示装置とした。カラーフィルタ基板１０及
びアレイ基板２０の表面には、あらかじめ垂直配向膜を塗布し、形成してある。なお、な
お、アクティブ素子の形成されたアレイ基板２０には、図２１（ｂ）で示した長方形開口
部の長辺に平行な櫛歯状電極１，２が形成されている。
【０１９９】
　垂直配向用の配向膜は、図示を省略した。ＭＶＡやＶＡＴＮなどの垂直配向の液晶表示
装置に必要な厳密な配向処理（例えば、チルト角８９°とし、複数ドメインを形成するた
めの複数方向の配向処理）は実施せず、ほぼ９０°の垂直配向とした。
【０２００】
〔実施例９〕
　図１３に示すカラーフィルタ基板４０を、以下のように製造した。
【０２０１】
　透明基板１ａ上に実施例１と同じブラックマトリクス形成用レジストを用い、ブラック
マトリクス５を形成した。このブラックマトリクス５を形成した透明基板１ａ上に、スパ
ッタリング装置を用いてＩＴＯからなる透明導電膜３を形成した後、実施例３と同じ工程
でＩＴＯ膜にスリットを形成し、第３電極とした。
【０２０２】
　次いで、実施例３と同様に、赤色画素１５、緑色画素１４、青色画素１６、及び第１の
透明樹脂層７を形成して、カラーフィルタ基板１０とした。　なお、緑色組成物及び青色
組成物は実施例３と同じカラーレジストを用いたが、赤色画素１５の形成には、下記の赤
色組成物３を用いた。それぞれ着色層の膜厚は、２．５μｍとした。
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【０２０３】
　［赤色顔料３の調製］
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、直径１ｍｍのガラスビースを用いて、サン
ドミルで５時間分散した後、５μｍのフィルタで濾過して赤色顔料３の分散体を作製した
。
【０２０４】
　　赤色顔料：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ２５４　　　　　　　８部
（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガーフォーレッド Ｂ－ＣＦ」）
　　赤色顔料：Ｃ．Ｉ． Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ １７７　　　　　　１２部
（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「クロモフタールレッド Ａ２Ｂ」）
　　分散剤（味の素ファインテクノ社製「アジスパーＰＢ８２１」）　　２部
　　アクリルワニス（固形分２０質量％）　　　　　　　　　　　　１０８部。
【０２０５】
　［赤色組成物３の調製］
　その後、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５μｍのフィルタで 
濾過して赤色着色組成物を得た。
【０２０６】
　　赤色顔料３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
　　アクリル樹脂溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８部
　　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサーアクリレート　　　４．５部
（東亜合成（株）製「Ｍ－４０２」）
　　光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２部
　（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュアー９０７」）
　　増感剤（保土ヶ谷化学工業（株）製「ＥＡＢ－Ｆ」）　　　　　　　２．０部
　　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２．３部
　下記表３に示すように、それぞれ着色層の比誘電率の大きさを、赤色画素＞緑色画素＞
青色画素の関係とした。
【表３】

【０２０７】
　上記カラーフィルタ基板１０と、実施例８と同様の構成のアレイ基板２０とで負の誘電
率異方性の液晶を挟持する形で貼り合わせ、偏光板・位相差板を貼付して、液晶表示装置
とした。カラーフィルタ基板及びアレイ基板の表面には、あらかじめ垂直配向膜を塗布し
た。
【０２０８】
　この液晶表示装置を駆動したところ、各色画素が、同一の駆動電圧にてほぼ同じ立ち上
がりを示し、均質で良好な表示を得ることができた。
【０２０９】
　〔実施例１０〕
　図１８あるいは図１９に示すようにカラーフィルタ基板６０とＴＦＴのアクティブ素子
を形成したアレイ基板５０を貼り合わせ、両基板間に負の誘電率異方性の液晶１７を封入
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し、さらに両面に偏光板を貼付して、液晶表示装置とした。カラーフィルタ基板及びアレ
イ基板の表面には、あらかじめ垂直配向膜を塗布、形成した。アレイ基板６０は、実施例
６と同じ開口部・櫛歯電極形状のアレイ基板とした。
【０２１０】
　カラーフィルタ基板６０は、実施例４のカラーフィルタ基板に、さらに　線状導体４を
透明導電膜で形成したものを用いた。線状導体４は、画線幅６μｍでその離間幅は８μｍ
とした。第３電極３と線状導体４及び第２電極２は、いずれも共通電極（コモン）として
用いる。
【０２１１】
　なお、線状導体４形成を形成したため、液晶駆動の観点からは、図１８あるいは図１９
に示すスリット１８は、形成しなくても良い。
【０２１２】
〔実施例１１〕
　本実施例に係る液晶表示装置を図１１に示す。
【０２１３】
　カラーフィルタ基板１０は、実施例５のカラーフィルタ基板と同じものを用いた。
【０２１４】
　アレイ基板３０は、平面視　第２の透明樹脂層８と同じ位置に　アルミニウム合金薄膜
による光の反射膜２１を形成した。反射膜２１は、電気的に独立し、電圧は印加されない
。
【０２１５】
　図１１に示したように、液晶への駆動電圧印加時に　反射表示領域の液晶２８は、透過
表示領域の液晶と異なる傾斜角を持つ。反射表示領域の液晶２８のリタデーションを、お
およそ透過領域のリタデーションの半分とすることで反射表示を行うことが可能となる。
また、本実施例では断面視で反射表示領域と透過表示領域に段差がなく、段差に起因する
表示特性の低下（たとえば光漏れ）を発生させない。
【０２１６】
〔実施例１２〕
　本実施例に係る液晶表示装置を図２４に示す。この実施例は、反射偏光板を用いた半透
過型液晶表示装置である。反射偏光板としては、例えば、特許第４１７７３９８号公報に
記載されているようなものを用いることができる。
【０２１７】
　本実施例に用いたカラーフィルタ基板１０は、例えば、図４に示す実施例４のカラーフ
ィルタ基板である。アクティブ素子（ＴＦＴ）の形成されたアレイ基板２０は、例えば、
図２２で示した櫛歯状電極を有するアレイ基板とした。
【０２１８】
　カラーフィルタ基板１０及びアレイ基板２０を対向して配置し、間に誘電率異方性が負
である液晶１７を介在させて貼り合わせた。カラーフィルタ基板１０の液晶１７と反対側
には、光学補償層３１ａ及び偏光板３２ａが配置されている。また、アレイ基板２０の液
晶１７と反対側には、偏光板３２ｂ、光拡散層３３ａ、反射偏光板３４、光学補償層３１
ｂ、プリズムシート３５、光拡散層３３ｂ、導光板３６、光反射板３７が順次配設されて
いる。導光板３６には、光源、例えばＬＥＤ光源３８が取付けられている。
【０２１９】
　ＬＥＤ光源３８としては、ＲＧＢ個別発光素子であることが望ましいが、擬似白色ＬＥ
Ｄであってもよい。また、ＬＥＤの代わりに、従来汎用されている冷陰極線管や蛍光灯を
用いてもよい。ＬＥＤ光源３８としてＲＧＢ個別発光素子を用いた場合には、それぞれの
発光強度を色ごとに個別に調整することができるので、最適な色表示を行うことが可能で
ある。また、立体画像表示や視野角制御に適用することもできる。表示画面のエリア制御
でバックライトの明るさを調整してコントラストを向上させる技術であるローカルデミン
グの手法は、ＬＥＤ光源に適用しやすく、本発明に係わる通常表示領域とダイナミック表
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示領域を併用することで従来にない画質向上を得ることができる。ローカルデミングの手
法は、ＲＧＢ個別発光のＬＥＤ光源を、図２４に示すようなエッジライト方式でなく液晶
表示装置裏面に配置する直下型のバックライト方式の方が、さらに細かいエリア制御で高
画質表示ができる。
【０２２０】
　以上説明した本発明の実施形態に係る液晶表示装置によると、カラーフィルタ基板やア
レイ基板の配向処理を軽減することができ、かつ、液晶の応答性を改善することができる
。また、凸部２４や凹部２３、第１電極（画素電極）１や第２電極２を設ける構成により
、液晶のディスクリネーションを軽減し、液晶表示を向上させることができる。
【０２２１】
　また、カラーフィルタの有効表示画素を覆うように透明導電膜を積層した構成とするこ
とができるため、副次的効果として、ＩＰＳ（横電界で液晶を駆動する）やＦＦＳ（櫛歯
状電極のフリンジに生じる電界で液晶を駆動する）方式と異なり、外部電場の影響を受け
にくい液晶表示装置を提供することができる。
【０２２２】
　なお、本実施形態に係る液晶表示装置の矩形画素は、その画素中心から第１の透明樹脂
層で線対称もしくは点対称の１／２画素あるいは１／４画素に区分できるが、ＴＦＴ素子
を一画素に２個あるいは４個形成し、ＴＦＴ素子ごとに異なる電圧を印加する駆動方式を
とることにより、視角調整や立体画像表示が可能となる。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲の記載を付記する。
[Ｃ１]
　透明導電膜上に複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界
液晶表示装置用カラーフィルタ基板であって、
　透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有す
るブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明基板上に配設さ
れた透明導電膜、該透明導電膜上に配設され、前記開口部内の２つの透過率の異なる領域
にそれぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該着色画素を覆うように配設された第１
の透明樹脂層を具備することを特徴とする斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ２]
　透明導電膜上に複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素を配設した斜め電界
液晶表示装置用カラーフィルタ基板であって、
　透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向
する平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及
び前記開口部内の透明導電膜上に配設され、前記開口部内の２つの透過率の異なる領域に
それぞれ区分された部分を含む着色画素、及び該着色画素を覆うように配設された第１の
透明樹脂層を具備し、前記ブラックマトリクスが前記着色画素の比誘電率より高い比誘電
率を有する遮光層で形成されていることを特徴とする斜め電界液晶表示装置用カラーフィ
ルタ基板。
[Ｃ３]
　透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向
する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、及び該ブラックマトリ
クス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の対向する辺が平行である
多角形の着色画素を具備し、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開口
部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有することを特徴とする斜め電界液晶表示装
置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ４]
　透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有す
るブラックマトリクス、及び該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明基板上に配
設された透明導電膜、及び該透明導電膜上に形成された、複数色の対向する辺が平行であ
る多角形の着色画素を具備し、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開
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口部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有することを特徴とする斜め電界液晶表示
装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ５]
　前記２つの透過率の異なる領域が、前記開口部内の透明導電膜上において、前記開口部
の中心部を通る帯状の第２の透明樹脂層を覆う薄い着色層の領域と、それ以外の着色層の
領域に区分されることを特徴とする[Ｃ１]又は[Ｃ２]に記載の斜め電界液晶表示装置用カ
ラーフィルタ基板。
[Ｃ６]
　前記第２の透明樹脂層が、前記多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と
平行に配設されることを特徴とする[Ｃ５]に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィル
タ基板。
[Ｃ７]
　前記第２の透明樹脂層の比誘電率が、前記着色層の比誘電率より低いことを特徴とする
[Ｃ５]および[Ｃ６]に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。　
[Ｃ８]
　前記透明導電膜が、前記多角形の開口部の中央を通り、かつ、該多角形の一辺と平行な
、線状のスリットを有することを特徴とする[Ｃ１]又は[Ｃ２]に記載の斜め電界液晶表示
装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ９]
　前記多角形の開口部が、平面視で長方形であることを特徴とする[Ｃ１]～[Ｃ４]のいず
れかに記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１０]
　前記多角形の開口部が、長辺と短辺を有する四角形であり、かつ、長辺方向の中央付近
で平面視で“くの字”状に折れ曲がっていることを特徴とする[Ｃ１]～[Ｃ４]のいずれか
に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１１]
　前記多角形の開口部が、平面視で平行四辺形であり、かつ、同一色の着色画素の画素数
のそれぞれ１／２が２種類の異なる傾斜角度の平行四辺形で構成されることを特徴とする
[Ｃ１]～[Ｃ４]のいずれかに記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１２]
　前記複数の着色画素が、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成され、液晶
を駆動する周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率が２．９から４．４の
範囲内にあるとともに、前記赤色画素、緑色画素、及び青色画素の平均比誘電率に対して
それぞれの着色画素の比誘電率が±０．３の範囲内にあることを特徴とする[Ｃ１]～[Ｃ
４]のいずれかに記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１３]
　前記複数の着色画素が、赤色画素、緑色画素、及び青色画素の３色から構成され、液晶
を駆動する周波数で測定した、前記着色画素のそれぞれの比誘電率の大きさが、赤色画素
＞緑色画素＞青色画素の関係にあることを特徴とする[Ｃ１]～[Ｃ４]のいずれかに記載の
斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１４]
　前記緑色画素の主たる色剤が、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料であることを特徴と
する[Ｃ１２]又は[Ｃ１３]に記載の斜め電界液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
[Ｃ１５]
　[Ｃ１]～[Ｃ１４]のいずれかに記載のカラーフィルタ基板と、液晶を駆動する素子をマ
トリクス状に配設したアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてな
る斜め電界液晶表示装置であって、前記アレイ基板が、液晶を駆動するために異なる電位
が印加される第１電極及び第２電極を、平面視で前記カラーフィルタ基板の着色画素それ
ぞれに対応して備えていることを特徴とする斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ１６]
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　前記第１電極と、前記第２電極および前記透明導電膜である第３電極との間に駆動電圧
を印加したときに、前記開口部に対応する液晶の領域における液晶分子は、前記開口部の
中心を通り、平面視で２分する直線に関し線対称である逆方向に倒れるように動作するこ
とを特徴とする[Ｃ１５]に記載の斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ１７]
　前記開口部に対応する液晶の領域において、液晶を駆動する電圧を印加したときの液晶
分子の倒れる方向が、平面視で開口部中心から４つの異なる領域に区分されることを特徴
とする[Ｃ１５]に記載の斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ１８]
　前記第１電極が、液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンを有し、
前記第２電極が、絶縁層を介して前記第１電極の下に配設された櫛歯状パターンを有し、
かつ前記第２電極が、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端
部からはみ出ていることを特徴とする[Ｃ１５]又は[Ｃ１６]に記載の斜め電界液晶表示装
置。
[Ｃ１９]
　平面視で前記第２の透明樹脂層が配設される位置に、前記アレイ基板上に前記第１電極
が配設されていないことを特徴とする[Ｃ１５]又は[Ｃ１６]に記載の斜め電界液晶表示装
置。
[Ｃ２０]
　平面視で前記第２の透明樹脂層が配設される位置に、前記アレイ基板上に光反射膜が配
設されていることを特徴とする[Ｃ１５]又は[Ｃ１６]に記載の斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ２１]
　透明基板、該透明基板上に形成された、対向する辺が平行である多角形の開口部を有す
るブラックマトリクス、及び該ブラックマトリクス上及び前記開口部内の透明基板上に配
設された透明導電膜、及び該透明導電膜上に形成された、複数色の対向する辺が平行であ
る多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開口
部の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィルタ基板と、液晶を駆動す
るアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、絶縁層を介して配設され
、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端部からはみ出ている
櫛歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させ
て貼り合わせてなる斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ２２]
　透明基板、該透明基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向
する辺が平行である多角形の開口部を有するブラックマトリクス、及び該ブラックマトリ
クス上及び前記開口部内の透明導電膜上に配設された、複数色の対向する辺が平行である
多角形の着色画素を備え、前記透明導電膜は、前記開口部の中央部であって、前記開口部
の長手方向の辺と平行な線状のスリットを有するカラーフィルタ基板と、液晶を駆動する
アクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、絶縁層を介して配設され、
平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端部からはみ出ている櫛
歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて
貼り合わせてなる斜め電界液晶表示装置。
[Ｃ２３]
　液晶を駆動するアクティブ素子と接続された櫛歯状パターンである第１電極、絶縁層を
介して配設され、平面視で開口部を２分する中心から離れる方向に前記第１電極の端部か
らはみ出ている櫛歯状パターンである第２電極を備えるアレイ基板と、透明基板、該透明
基板上に形成された透明導電膜、該透明導電膜上に配設された、対向する辺が平行である
多角形の開口部を有するブラックマトリクス、該ブラックマトリクス上及び前記開口部内
の透明導電膜上に配設された、複数色の対向する辺が平行である多角形の着色画素、該着
色画素を覆うように配設された第１の透明樹脂層、及び該第１の透明樹脂層上に、画素の
中心から対称に、かつ平面視で画素中心に最近接する前記第２電極の内側に前記第２電極
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ーフィルタ基板とを、液晶を間に介在させて対向させて貼り合わせてなる斜め電界液晶表
示装置。
[Ｃ２４]
　前記第１電極及び第２電極が、可視域で透明な導電性金属酸化物からなることを特徴と
する[Ｃ１５]、[Ｃ１６]、[Ｃ２１]、[Ｃ２２]、及び[Ｃ２３]のいずれかに記載の斜め電
界液晶表示装置。
[Ｃ２５]
　前記液晶が負の誘電率異方性を有することを特徴とする[Ｃ１５]、[Ｃ１６]、[Ｃ２１]
、[Ｃ２２]、及び[Ｃ２３]のいずれかに記載の斜め電界液晶表示装置。
【符号の説明】
【０２２３】
　１・・・第１電極
　２，２ｃ・・・第２電極
　３・・・第３電極
　４・・・線状導体
　５・・・ブラックマトリクス
　６・・・着色層重畳部
　７・・・第１の透明樹脂層
　８・・・第２の透明樹脂層
　９・・・液晶の倒れる方向
　１０，４０，６０・・・カラーフィルタ基板
　１４・・・緑色画素
　１５・・・赤色画素
　１６・・・青色画素
　１７・・・液晶
　１８・・・スリット
　２０，３０，５０・・・アレイ基板
　２１・・・反射膜
　２５・・・開口部
　２８・・・反射表示領域の液晶。
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